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この座談会は、震災の轍を編集するにあた

り、当時の恐怖や混乱の実態、その後の生活

の状況、また、事務所再建の歩みや教訓など、

各地の被災会員から責重な体験をお聞きした

ものである。（座談会は、平成8年8月7日、

大阪税理士会館会議室で開催。）
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林 浩閉（長田支部）

西田啓治（芦屋支部）

珊川雄介（西宮支部）
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委員長 北野博也

副委員長 境 一燦（司会）

佐茂慶治
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境 ー燦

北野博也

司会 （境） 皆さんおそ

ろいのようでこざいますの

で、本nのI怜，炎会を開催し

たしヽと思います。

ます、北野阪神 ・淡路大

該災対策特別委iikが一占

ごあいさつをいたします＾

北野 お井い中をお集ま

リいただきまして、本‘',1に

ありがとうございます。

きょうご出席しヽただし、た

方々はとリわけ大きな披“[if

を受けられたガ々です。そ

して、税理 l：全の対応に対

して何か歯がゆい思いをなさったのではない

かなとも 芍えます。私、姦対委員長といたし

まして、皆さん ）iに改めてお兄舞いを巾し 1•一

げます。

こういう ）咋設災は二度と起こってほしくな

いが、記録に とどめて後lltのために役 tヽつの
、がさら

ではないかと、「姦災 • その轍ー被災地からの
報告ー」と題し、編集に努めております一税

理七全や行政、税制に対する要望なリをお聞

かせ項ければと｛i-じますので、よろしくお願

い申し上げます。

家具にはさまれ2時間、

出たらあれもこれもしてあげな：・・・

司会 それでは、これから座談会に入

らせていただきます。

過日、事前に出席者の皆さんから被災

状況の報告をいただいておりますが、そ

れを拝見しておりますと、事務所、自宅

ともに全壊したり、またご家族に重傷者

が出たり、細川先生のようにお父さんが

亡くなったという大変不幸な目にあわれ

被災地税理士による座談会

た方もおられますが、そ こて、まず最初

に、このたびの要災時の状況、被災の状

況など、ご苦労話等をお聞きしたいと思

います。

小椋 弘

小椋 ‘Jill私、 1<111区内

の得な先 2軒に出かけるた

め、ちょっと '1'・Uに出なし、

といけなし、としヽ うことて、

riii夜は洒も飲まず、早く就

社しました。朝4時ごろに

lIが材：めまして、ラジオを

間きながら哀床におったんですか、そのとき、

いきなりあの地姦だったものてすから、すぐ

庭に出たと ころか、うちへ｝しれきをはうリ込

んだのはだれかと思、うような状況で、塀が全

部l勺側に倒れていました。そのころはもう夜

もf-1々 していました。

それから表へ出ましたら、得怠先の診税所

の和笈婦さんのごt人がスコッフを持って直

路の瓦れきを取リ除いているんですね。間き

ましたら、坂 1-．！こ病院があるんてすが、そ こ

まで1'l動J加の出入りができないので、 J疸路を

確保してやらなきゃいけないということて、

1人でやっていたんですね。それを見て、私

は、大変｛［派な人かおるんだなと恩いまして、

あとになって、ああ、これがポランティアか

なと思しヽました それで、吊速息＋と 2人て

手伝ったんです。

仕前ごろに、得意先のことも氣になリます

ので、求須磨に住んておリましたが、 リュッ

クを担いで、ヘルメソトをかぷリ、ずっと歩

きました。得稔先はほとんどrfilJ、)の事業所で、

三宮のト ーアロー ドを一番束にして、西は須

序寺あたりまてでしたものですから、その H

に全部得意先を[ulりました。ただ、得慈先の

人逹も出てきておられると ころか 3割ぐらい
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でしたかッ建物の状況とかを把捏して、知ら

せてやリたかったんてすが、

ならなかったものですから、

屯話IllJ線もまま

-r、も兄て、 m_’“ lld友

ん

は自動でしたものて、屯気が切れて開きませ

玄l関はゆかんていて全然開かない。家族

は、裏から塀を釆 I)越えて、 それも人，こ助け

に長田[i大止筋て 1軒の得な光が燃えている

のを兄て、

したね。

これは人変だなとつ くづく感じま

その IIは得点先l叩）で終始してしま

しヽ ました。

坂東洋太郎

坂東 私は．姦災‘11nは

有馬の瑞苑に泊まっておリ

ましたか、 かなリショソク

かあ l)ました。たしか 2lnJ 

大きな揺れを感じました。

神戸に地姦があるとは息っ

ていなかったものですから、

この地震はも っ とItの}jだと思っておりまし

f‘ し一〇

旅館の方では、屯氣もとまっておりますし、

仲居さんが、全員フロントヘ降りてくれとい

うことだったんですが、 th報が人ってこず、

フロントで 1時問余リ背たされましたツ家の

)iへ屯話してもイ通通で、 ＊のラジオを聞くと、

かなリひと、し、被＇，与だということでしたので、

早々に帰ろうとイi馬を朝の 7時ごろ出ました。

六甲トンネルを越えて、いつもだったら、

30分かからないんですが、

tヽ
-o 

3時間かか l)まし

六甲トンネルは閉まってお l)ましたのて、

箕谷の方にまわり 1砂lトンネル （祈神戸トン

を出た途溢に、坪が l：かっているとこ

ろがある。＇家が倒れている。水必筋から UJ手

幹線をノ上っているときも、家租が倒壊してい

ネル）

後ろ

へも行けずという状態で、 10時ごろやっと n
宅へ帰りました。

fl宅は、形はあったんですか、

ていまして、 全壊ということて、

かなリ領い

シャ 1ター

られて、

族の元気な顧を見て安心しました。

その後も余成がひどかったのて、

はとても栢せません。 その晩から泊まるとこ

それて、神戸大学の体育

1週IQ!足らずいたんてす

その!Mlこれだけの物沢の援助か一

度に米るんだなということを体験しました。

中野 前の晩に、支部長

の湊先Itのお兄舞いに行き

ろがないんてすね

館の）iへ避難して、

けれども、

中野

やっと出たという格好てしたか、家

この家で

まして、悪蛮ばかリ 3人て

一杯飲もうじゃないかとい

正也

うことで、晩の10時過ぎま

で飲んてお l)まして、気が

る、 火が噴いているという格好で、成災のひ

どさに唖然としました。道路が2車線のとこ

ろが1'阻線通れるかどうかで、前へも、

何かおなかの方

からドドドドー／といっているんですね。慌

てて Hが兌めたんてすか、揺れというのは余

ついたら、

り党えていないんです。ばっと起き 1-:．がった

表て近所の人が「中野さん、大丈火」

叫んでおられました。外へ出たら、治の 4階

建てのマンションが全壊で、ばらばらという

ら、

感じてす。残骸と占ったらいいのか、瓦れき

と言ったらいし、のか、中から「助けて一」

占われたんだけれども、共手てはどうしよう

もなくて、

西田

レ”

レ”

見殺しみたいな状態てした。

束須府小学校に避難して、

1 nおったんですけれとも、

食市も何も‘りたらなくて、

仕方なく区内の親戚の家へ

避難したんてすか、困った

隆郎
穴を揺って、

のはトイレですかね。庭に

そこへするよ

うな状態で。半）］くらいは、本‘11に人間の't

活とは思えないような牛活をしたのを党えて
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おります。 さん整然と並んでおられました その姿を兄

安部 政慶

安部 私の「l宅は神戸rli

内ても西区にあ＇）まして、

比粒的被害が少ないところ

てす。

衣災の廿il-l、

ンザにかかりまして、 Iti熱

を出して、晩に、例の倒壊

した西rli民病院まで点滴を打ちに行ってきた

んですが、明け）jまで品熱か綺いていたもの

ですから、ずっとうなされておリました。

インフルエ

ところか、突然明け）i、海嗚りといいます

か、地PtI)のようなものが聞こえまして、私

の自をはマンションの 7階にありますもので

すから、 ドからトカーンと突き l'.．げるような

物すごい姦動とともに、杵棚とたんすがばっ

さはうさと倒れてきました。大変なことにな

ったなと思いまして、 とにかく家族の無•µを

確認することが先決なんですけれども、起き

上がれないわけです。それで、みんな名liiiを

呼んで確品をとって、

心しました。

けがもなくて、 ー 9ふ冴t

直後の 5分間ぐらいは幸い屯話も通じまし

たので、両親や兄弟のことも氣になリました

ので、みんなとも辿絡をとりまして、お互い

の無・l位を確認して一安心しました。

私の住んでいるマンションは、水道やガス

も二、三llで復11lしましたので、

近くの中学校まで給水に行った程度でした。

2 HI甘lほど

それても、エレベーターが動かなくて、

まで持ち運ぷのに大変な思いをしたんですけ

ホートアイランドや六甲アイランド

7階

れども、

のは濁マンションに住んでおられる方のこと

を息いましたら、全く苫労したということに

はならないかと思います。

食料面に関しましても、 ‘11U近くのスーハ

ーマーケ ットに長蛇の列ができましたが、皆

て、ちょっと感勁したんですけれども、私も

放P.¥:間並んて、やーとこさインスタントラー

メンを買い求めることかできました。

二、二n程度でf6ち行きました。

それから西には、激辰地の兵廂区、中央IX.、

Ulll[えからの避難行て、人があふれ返って、

私のマンションも人か倍ほど増えたんですけ

れども、 ll常的には、ほかの諸先1：：方みたし、

な苦労はしておリません。

林 浩嗣

それも

林 私のn宅は、

KII]駅の北側のマンション

JR祈

の 7階だったんですけれど

も、地姦のときの状況は、

物すごい揺れて、地姦のと

きには何かのドに［恩れろと

いうことでしたけれども、

とても歩ける状態じゃなかったです。そこら

じゅうでたんす、食器棚が倒れて、思わずn
分自身悲P£；を l：げてお l)ましたc 和室に 1歳

の r・供が哀てお l)まして、

こないかと、

l-．から物が落ちて

かばうのに必死てした。ほかの

部用でも（・供たちが哀ていたのて、兄に行っ

て、無ボを確認、しました。良っ暗て、いつも

快中屯灯を陸いてあるところを探したんてす

が、こういうときには兄付からないで、真っ

暗な中を手探リて、 fPJとか快中屯灯を兄付け

て照らしたら、周りはガラスだらけで、

ìだしでそんなと ころを歩いていたなと、

よく

そ

っとしたのがいまだに記憶に残っておリます。

そのうちに近所て火事が出たものてすから、

この後どうなるのかというイ沼安が真っ先に立

ったことを党えております。幸い火はマンシ

ョンの方まて来なかったんてすが。明るくな

って、近所の小学校の体育館に避難したんで

すが、皆さん行のみ者のままで、ハジャマの

上に毛イbを巻いただけとかいう方がほとんど
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でした。

避難するときは何か必要かと友達と話し合

ったんですが、そのときは、通帳と印鑑とか

ぎを持って出たのを兌えておリます。みんな

いろいろ蛇測で、 こういうときは物盗リがお

るてということて、 そういうものを持って出

ました1

小学校 4 年生と幼稚Iil と 1,;Jtの •J'•供がしヽた

んですが、 1,'Ji:のf供はまだおしめがとれて

いませんてしたので、水が出ないということ

で、 おしめをどないしたものかという ・イ召安か

一番強かったです。

体育館が］時間も

せぬうちに超満員に

なったんですが、 fuI

とか場所を確保でき

たので、 両親が碩1各

の方におりましたの

で、 兄に行こうとい

うことて、 「J転車で

行きかけたんです

30分ぐらい走ると

長田区内の被‘1与と令然状況が迫うというのが

初めて分かったんです。北に行ったらそれは

ど被官がないので、 何とか車を出して、 両親

これだったら両の安否が確認できたんです。

親のところに避難できるということで、 i•供

たちを連れて、 ふだん20分ぐらいのところを、

渋滞、渋滞のなか車を，，上らせて、

に避難させたという状況です。

タ）jぐらし、

この姦災て、 ―f供たちの生活の場所という

か、学代の場が、小学校力“今lul避難所になっ

てしまいましたので、 3学期の授業が令然受

けられなかったということで、 転校させたの

です。 今I") 寸＇・供力＜—-番かわし、そうやったなと

いうのか姦災に対する息いてす。

西田
“ 
啓治

西田（啓） 私は、 n宅

をギ務所にしていまして、

そのポ務所も、 木造住宅の

1 階を —・ド務所風に改造して

売り出したものて、 その1i

務所の l-．に和室があったも

のですから、下は全く空iI6)

の状態のところに社ていたわけてす，， 束灘の

西I品）4くてすから、 かなり店動のきついところ

ですが、 私n身は揺れを感したのは品初の一

波ぐらいて、あとはそんなに知らなし、んです。

後でこんなに揺れたと聞いているんですけれ

y J 
- t、

ヵ‘~:っ、

もろい家てす

第一波で‘元全

につぷれてしま って、

fuIがとうなったか、

そのときはさっはリ

分かりませんでした。

ただ、頭の中は物す

ごく冷梓て、

何かが起きて、

ああ、

何か

知らぬけれども、 死

ぬかもわからぬなと。家がどっとドに洛ちて

いって、 たんすか卜に乗ってきたという感じ

で、頭が下になって、挟まれて、 2時間その

ままの状態でおリました。たんすの奥に家l勺

の占がしましたが、 具っ暗で、 rlをあけても

閉じても全く lnlし状態というのはいか、こ怖い

かと。

余辰てだんだんギュー 1と押されてきます

と、小さ lヽ ときにテレピで見た、牢届に押し

込められて、横から圧迫されるような状態に

な l)ましたから、地臥：こいるように思いまし

tヽ
--O 

家内と話だけは途切れずしていたんですが、

占し、●釆て、以前から建てかえを f定していま

したのて、 もっと早いこと建てかえしておけ
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ばと。つぶれた家は私のところだけで、 他の 結局、 ジと ッキは余，）役に、、［たなかったで

'求は大丈大と思、/ていましたのて、

かえを決断しなかったものですから、済まん

私が建て

なということて、

これもすると、

とにかく出たら、

いろんな約束をしまして＾

&てがやがやとがかするので、

から助けてほしいと占を出しているのですが、

子のつけようがないから、

ってくれというんですね。piヵ備にえている

のに助け出してくれぬとし、うのはI及；f．たしい

んですけれども、 外の人に様われでもして、

どこかへ行かれたら、

から、

ながら、冷静に冷静に、

から、

す。

内心は、 何で出してくれぬのかと思い

ああして、

ていたつもリが、

f供たちは別棟で、

から、

くにしヽましたから、

これかまた、

もない状態て、

てす。

げで命拾いしました。

助けようと、

あれも、

ここにいる

叫るくなるまて材

それこそ終わ i)と思う

とにかくここにいる

こうしてとやっていたんて

1時間平か 2時間ぐ・っ＼ヽ て、

況か把捏できるようになリました。 2階で和

ぷぽ中 2階、地上 1メート

ルくらいのところて逆さになっておりました。

[1分で脱出するこ少しずつすきliりを縫って、

とができたんです。

その前に脱出しました

私の1サ親が近安心していたんですが、

2時ltlして行きましたら、

全壊というよ＇）も、

これは絶対だめだと思ったん

年未にひとり作らしには分イ沐相1，もな人—

きな冷蔵l1iを買うので、

台所の冷祓庫のすきltlてJI}]かり、

もう影も形

しかったんですか、

それのおか

1iにはジャッキとかスハナと

かし、ろいろ直具がありましたから、 その辺に

みんなシャ ~／ キを持っ

いろいろ

‘F llくらし、たって、すが、

米て くれましたので、 f:H見も脱出できたんで

家の中にF易が

人ってきて、やっと兄えるようになって、状

駐車している令貝に、

て集ま ってくれと声をかけまして、

救出作業をやったんです。

す。

血かし、の小学校に避難しまして、

ほど避難’l:＿活を送 i)ました＾

ろあ ったんですか、

とt勺然と't活できて、

tl会は謗ってもいいなと感じました。

細川 雄介

細川

レスキュー隊官が

fl沿会が粘1成されて、店IJ

改めて、

私の家は、

夙川駅のす く北側にあった

んですけれども、

にしヽ まして、

l:J:親がlIIlじ部岸にむていた

んです。私も、

知らないんてすけれども、

何か揺れたなという感して、

物すごい行で、

えるとおかしいんですが、

へ出ているんです。

たわけてすね。

1カ）j‘t:

そこてもいろい

これは I.l木の

阪危、の

私は 2階

1階に父親と

余リ揺れは

後は、家かつぷ

れてしヽるというのはわからなかったですが、

氣つ・し、たとき，こ：ょ、 今から号

2階から歩いて外

1階が完全につぶれてい

外へthtこときは1l釦かったんですけれども、

家のす ぐ南側に阪急屯鉄の，f：j架があ l)まして、

その t．にずっとナンパーか打ってあるんてす

か、

にあるんです。

ときは、

ているとは考えていませんので、 inftごろうと

息って、恨リ向くと、娯色が全然追う 。

で兄たこともない景色にな っていました。

何が起きたのかもさ っはりわからなかった

んですが、

ヽ

t

l
 ヽ

何げなしに見たふ そのナンバーが地面

えっと思ったんてすか、 その

まさか阪急屯鉄の高知がドまで浴ち

今ま

あっと思って、家の方を兄たとき

母親の助けてくれという声が間こえまし

たので、

y J 
—• '::)、

どうなっているかはわからないけれ

とにかく l:}親を助けようと思いまして、

占を頼リに手で掘っていたら、真っ賠な中、
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手が兄えました。ちょうどそのときに、近所

，こ住んていた兄も米ましたので、 2人で母親

小さいお子様のおられる方、 お年寄りと

それぞれ家族

構成は異なると思うのですが、地震と気

同居なさっておられる方、

を出したんてす。

そのときに兄が、「お父さんは• ••…」と呂 っ

たんですけれども、 わからなし‘°声もしなし‘o

家が完全に形がないですから n それで、

とリあえす探すというのて、

そのときに、

今は 1階になっ

た 2階から入りまして、代とか全部lこげて、

父親がいるのかわかったんです

が、 4時間

くらい出せなかったんですC もう動かなかっ

たですが、何とか出して、近くの小学校の避

大きいはリに挟まれていまして、

兄は、

難所に連れてい ったときは、 7名ぐらいの迫

体だったんですけれども、次から次へと無言

どんどんふえていきますし、の人が来て、

親は平狂乱という状態になっていました。私

I:}: 

ヽ

3
U
 

何もする気がない。 fi:•加のことも考えら

れなくて、

ありました。

もうどうでも lヽ いやという感じが

きは、

よくほかのて・厨故のニュースを聞いていると

ああ、すごいなという感じなんですけ

れども、 いざ(1分がそこにいると、

ごっついものかなと、 すごく感じましたねJ

やっと何かせねばというか、最初にしない

付かれた直後、

どのようなことでしたか。

林

で、

はしめ地姦だとは息いませんてしたの

すごい恐怖感はありましたね。人命救助

よりまず、家族の安令を芍えるのがれ実だと

思います。

m 

としヽけないと恩ったのが、

するかということでした

父親をどこで火作

死者があんなに多

いというのがわからなかったものですから、

どうしたらいいかと思ったんてすが、 兄のIi]

僚の）iが探してくれまして、 結局、茨木まて

行って、 21nに、比較的早く火葬ができたん

です。

避難所により救援物資に差が…

司会

こんなに

お話をお聞きしておりまして改

めてあの地袋の大きさ、 そのすこ・さを思

い返しているのですが、林さんのように、

佐茂 慶治

ますね。

小椋

兄弟も須庖、

一番の心配こ・とといえば

佐茂

道路の整備をしておられる

のを兄て感心したとお っし

ゃいましたけれども、 ます

第 1段隋に家族のことがあ

まずは何をおいても、って、

先ほど小椋先牛が、

ましたけれども、

家族の安否か一番だと思い

息・（•も同じ束須窮におりましたし、

長lllにおりまして、安否がすぐ

に分かったのて、凡れきを始＊するようなゆ

とリもあったんしゃないかと思、います。

先ほどすぐに得意先へと言い

・ド務所がどうなっているか

もう一つは、

なというのか一番心配だったんです。

のは、 1サ務所は、

とlヽう

トーアロード筋に（紺して、

採光の面で人きなガラスが入っていたものて

すから、

司会

あのカラスが割れて、 中の古類が外

へ飛ぴ散ってしまっているのてはないかとい

もあって、

あるものですから、

う恩いがあったんてす。それと、機械の心配

れ務所は、得慈先の中で一番束に

得慈先をln」I)ながら 1汀務

所へ人ったという状況で、得慈先もさること

ながら、 ーポ務所の状況がどうかなというのが、

心配でした。

お話の中でもでております避難
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所のことですが、 人によっては公共施設

への一時避難、友人、知人宅への一時避

難などいろいろですが、小学校や公民館

などての避難所生活の様子はどんなぐあ

いてしたか。

坂東 私のところは、近くに小学校、中学・

校があるので、近辺の）iは小学校、中学校へ

避難されたんですか、私は 1H Ji:．いてからだ

ったものですから、神戸大学の学生が家がつ

ぷれて行くところがない人のために、「神Ii大

・学へ避難してください」

こられたんです。神戸大学はかなり広いし、

復党とか講義宅とかに分かれていた

／／ 

lヽi初は、

んですか、 1 n、

llしますと、全部体

育館へ行けというこ

?
1
 

ということてLnlって

な箱に人ーたままのものかlI国山柏み 1-＿げてあ

るんてす。

私は 6II問避難所にいましたが、

避難所におれば、

この’I:活

もいいんじゃないかと感したくらいでした。

火は使えないので冷たいも

とになりました，， 1.

000人以 l：避難名が

いたんですが、 3つ
’‘ 

体育館がありまして、

一番大きなと ころで

500人ぐら I,ヽ 、一番小

さいところで100人

くらしヽ てした。

先ほどもちょっと触れましたけれども、物

；代の援助は大きなところから行ったんじゃな

いかと思います。避難者がたくさんいるとこ

ろは大々的にir＜けれども、小さい小学校は

のばかりだったが、あリ余る物があ＇）、‘り時

冬でしたのでリンゴ等の果物も多く届き宜ペ

切れないほどてした。ところが、ー1［壊れた

家に帰ると救援物負t:J.一切なく、 1IIIの援助も

なし、という格好てした＾

中野 私は、東須靡小・学校へ避難したんで

すけれども、援助物沢は、東部の｝iか多かっ

たようで、西部の方は、なかなか物か米ませ

んてしたね。 ですから、

勺

2 n間ぐらい何も我

べてないのと違うか

と思、しヽ ますよ。

輸送子段等司会

がああいう状態て、

アクセスがなかった

ものですから、荷物

の入る方向によって

大分迫ったんてしょ

うかね。

中野 そういうこ

後[nlしという格女iです。当初、 1 H、 2 [Iは、

ちょっと足らぬかなと息っておりましたけれ

ども、 3U Hになると、新しいままの毛イりが

積み上げられ、我ぺるものも食ぺ切れぬよう

な状態で、端に積んておいて、結局、処分し

てしまう。

衣類関係にしましても、 n本の国が豊かに

なったんですかね。中元、歳在でもらうよう

ともあると思います。

西田（啓） 私は、本lll第2小学校に避難

していたんですが、東部でも二、三llは、往

科は不足していたんです。ああいう交通1附情

てすから、荷物は大体夜巾に行くんです。

二ヽ

うかと恩ったら、

か

なリ大きな、 20トンか30トンくらいのトラ・ノ

クが学校に横づけになリまして、避難所で夜

中、ぽつぽつ寝ようかと思ったら、放送が人

りまして、「ただいま表に水のトラソクが沿き

ましたから、運んでください」ということで、

三 卜人が出て、リレーで水を運ぷんです。

そして 1時ぐらいになって、やれやれ、哀よ

また符く。それが夜中じゅ

237 



238 

う統くんです。せっかく遠いところから運ん

でもらって＼ヽるから、何阿も行かざるを得な

いんですが、時間に関係なしに来るから、寝

る間がない。それで、 20人が次は10人になり、

7人になり、 5人になり、 3人になる。これ

はやむを得ぬと思いますが、 もう本当に疲れ

ました。緊急時の行政の援助物資の配分とい

うか、その辺をもう少し考えないと、米ると

ころは集中豪巾のように来て、受け入れる方

も大変ですし、ないところもないで大変です

し、そんな状況で、片—｀方で腐らせていると

いうことになったら、援助物資を出している

人にも、大変中し訳ないという気もあります。

小椋 たまたま中野先生と同じ東須磨小学

校におりましたが、食料については、先ほど

おっしゃったような状況でしたね。水道はも

ちろん出なかったものですから、便所があの

とおりの状況でしょう。そらもう、あの勾い

たるや、大変なものでした。あそこへ長くお

ったら、ちょっとおかしくなると息いますね。

囲いなんかその当時は考えない。とにかく

雨露をしのぐだけでもいい。プライバシーと

かいうのは、そのなかではなかったように思

います。

佐茂少し落ちつくと、そういう問題が出

てくるわけですね。

普通の生活に戻るまで 4ヶ月

司会皆さん、平常の生活に戻るには

どのくらいの期間がかかったんですか。

例えば、家を再建してからということに

なりますと大変ですけれども、賃貸住宅

に住まうとか、いろいろな方法で解決な

さったわけでしょうけれども、とりあえ

ず落ちついて、家族が一緒に生活できる

状態になるまでに、どのくらいの期間を

要しましたか。

小椋 3月末ですから、 2カ月ちょっとか

かりました。

坂東 私のところは形はありましたもので

すから、ちょっと補強して、突っかい棒をす

るような格好でしたが、前通の生活に戻った

なと思ったのは、電気、ガス、水道が来てか

らですね。 1週間ほど避難生活をしていて家

へ帰ったんですが、それからずっと水連びが

始まりました。毎日少なくて 2圃です。水運

ぴが終わって、電気が米て、ガスが来て、や

っとという感じですね。

案外早くて、 1カ月です。

中野 明石の顧間先のワンルームマンショ

ンが空いていたので、 2月 1Hにそこへかわ

ったんですが、食事の支度はできないし、 4 

月ぐらいまでずっと外食していました。 4月

に息了・の官舎に入れていただいて、そこでや

っと通常の生活ができた。 4カ月近くはかか

っていると思います。

安部 西区ですので、そんなに被害はなく

て、 2 l:l 1~1 ほどで通常の生活に戻っているか

ら、各先生方のお話を聞くにつけ、こうやっ

てお話しするのもおこがましいんですけれど

も、 3日Hぐらいからガスも復旧しましたし、

本当に巾しわけない気枯ちで、お風呂にも入

りました。

私は避難はしていないんですが、両親と兄

弟が逆に避難してきまして、 3家族になりま

した。まるで合宿所というか、民宿みたいな

状態になりました。各マンションもそんな状

態になったかと思います。

林私の場合は、水が出たのが 3月10Hで

して、うれしくて、その nにヒーターを、 1 

万円ぐらいで買ってきて、お風呂に湯を張り

まして、全く然帯魚ですが、ヒーターで湯を



沸かしまして、 12時間かかりましたけれども、

お風呂に人りました。すぐ湯はなくなるわ、

冷たくなるわでしたけれども、最閥でした。

その後、 1迎閲ぐらいしたら、大阪から、

ガス会村でしょうね、シャワー車が米てくれ

て、有り難かったです。最終的にガスが出る

ようになったのが 3月30日で、そこからやっ

と生活ができるようになったというのか実感

です。それまでは、水を抒えて、使い捨ての

カップをティッシュでふきふき、何回も使う

というようなキャンプ4活でした。

西田（啓） 私の方は、貨貸マンションを

手喝てするまで 2カ月です。東灘ですので、

物件がありませんで、日分自身でも比較的早

く決めたと思、うんですけれども、一番判断に

迷ったのは十供の学校です。全壊して授業が

ないので、地元から離れて、大阪かどこか遠

方へ行って、子供を学校に行かすべきか、こ

ういう状況の中に罹いて、 liiJじようにボラン

ティア活動をさすべきか、ずっと悩んでいた

んです。あんな状況ですから、学業は少しお

くれるかもと思ったんですけれども、子供も

この場に憐いて、ホランティア活動をさせる

ことを決断しましたので、とにかく近くで探

して、やっとあった賃貸物件が50m'余りでし

た。短大生の娘と高 3の息子と中 3の息子で、

かさ高いのはかり 5人がつい先日まで雑らし

ていましたが、先H、家が再建できまして、

今やっとまともな家に住んでおります。

細川 家の方は、お客さんが 1つ部屋をあ

けてくださいましたので、住むところはすぐ

にできたんですけれども、水がなかなか出な

かったものですから、稗通の生活かできるの

に2カJ-jぐらいはかかったと想います。

司会地震の発生が 5時46分でしたか、

そういう早朝に起きたわけですけれども、

被災地税理士による座談会

これがもし勤務時間帯に起きていたとし

たら、どんなことが想像されましょうか。

また、雲災直後、空き巣が入るとか、

物を買うのに我先に取り合うとか、いろ

んなことが想像されたんですが、それが

なかった。整然と行列して買い求め、空

き巣が入ったというようなことも、余り

聞きませんでしたし、外国の特派員もモ

ラルのよさを報道しておられたようです

けれども、そういう点はどうでしたか。

西田（啓） 私のところは、先ほど言いま

したように、完全につぶれていますので、仕

間ですと、職員が圧夕じしているだろうと思い

ます。ですから、それだけでもよかったと息

っています。

安部事務所は 4階なんですけれども、 1

階か喫茶店で、ときどきモーニングを食べて

おリまして。 1階、 2階はつぶれましたので、

その時間でしたら、圧死しているかも知れま

せん。本当に助かりました。

中野 その％時は、気も動転して、茫然と

しておりますので、どんな行動を起こしたら

いいのか、食料を我先にでもとればいいのか、

そんな考えは皆さんなかったと思いますよ。

それが現実だと思います。

佐茂 泥棒の件に関しては、地域差がある

でしょうね。 トラックを持ってきて根こそぎ

持っていったという晶も聞きますから、たま

たま先生方が住んでいらっしゃるところは紳

士的な人ばかりだったんでは。

小椋 実はうちは遭いました。仕宅が崩れ

たとはいえ、道具類は出せる状態だったです

から、夏によく寝転んで新聞を読んでいた籐

のいすをとられました。恐らく細かいものは

何回も入って盗んだと思います。

その当間の新聞を読んでいなかったので、
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今Rここへ米る前に、大倉山の図苔館へ行っ

て、 1月の新聞を泣んで出てきたんですが、

新聞にはそういうことは一切出ていないです

ね。その当時、女のひとり歩きは物騒やから

というのは風聞で出ましたが、重要な事実の

報道が出てなかった。

4階建てビルが 2階に、

決死の覚悟で書類・データを

司会 それでは、事務所の問題等に話

題を変えたいと思います。

震災後しばらくは、交通アクセス、通

信アクセスその他、皆止まっていました

から、皆さんもまず事務所を何とか再開

せねばということから、職員への連絡、

事務所の整理、場合によっては事務所の

移転の問題も出るでしょう。今日では、

会計事務所もほとんどが電算処理をして

おりますので、コンピューターの修復の

問題とか電話の復旧など、いろんな問題

があったと思います。そういったことに

ついて、どのようなご苦労があったのか、

地震発生後、どのくらいの期間で事務所

で仕事ができるようになったのか、その

あたりのお話しをお願いしたいんですが。

西田（啓） とりあえす荷物を出したいん

ですが、出しても渥くところがなくて手が付

けられないので、まず納める場所を探すのが

先決で、地震後 3R Hぐらいから、賃貸物件

探しに動き始めました。不動産犀も商魂た＜

ましいというか、やる気があるというか、物

件が建っているかどうか分からないまま、紹

介だけはしてくれるので、それをすかって自分

で物件を見に行きましたが、皆つぶれており、

3日目に、何とか建っている物件を見つけま

した。

事務所から、とにかくフロゾピーたけを取

り出したいと、そればかり考えていましたc

完全につぶれていますので、 1日、 2日は

中へ足を—歩踏み人れるのも怖いような状況

だったんですが、慣れというか、だんだん一

歩ずつ中へ人って行けるようになりました。

今にもつぶれてきそうなんですが、表でだれ

か兄ていたら、ばさっときても、すぐ足を引

っ張ってもらえば出られるということで、木

を突っかい棒のように立てて、はって中へ人

り、土ぼこりの中にあったフロッピーを出せ

るだけ出したんです。 9割ぐらいは出せたよ

うな感じですが、袋の中が砂だらけで、復旧

できるかどうかがすごく心配でした。メーカ

ーの力も、できるだけバックアップしますと

いうことで、やってもらったんですか、ほぼ

9割方は助かっていまして、やれやれという

感じでした。

あとは、事務所を再開するにしても、机、

書庫等は買えないでしょうから、曲がってお

ろうが、割れていようか、業務に使えそうな

ものは仝部出して、とにかく事務所として円

開したのが 1カ月目ぐらいでした。ただ、再

開はしましたが、電話問へH参したんですか、

電話か令く通じない。外との連絡がとれない

事務所というのは全く機能しないというのを

改めて実感しました。

司会 電話かついたのは、いつごろでした

か。

西田（啓） 事務所を閉いてから 2週間ぐ

らい後だと思います。

司会 そうすると、 1カHと2辿間ぐらい

かかったんですね。

載員との連絡は。

西田（啓） 職員は、各地に散らばってお

り、 3日Hぐらいに、私の事務所が一番被害
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匹

が大きかったので、米てくれました。 くれました 1

ちろん砂がかんていましたが、

ーカーの巡Inlで、全部格備をして

,lf類が吹っ飛んていますので、

ファイルI関係もできるだけ持ちtliしたんて

すが、ファイリングしていたのかーたん外れ

てはさっと出てしまいますと、 それをもとに

それの格理はほとんど出米ず、 l占］めてitiいた

ままの状態で、今までの分はそのままて、

れからのことをやろうということで、それぐ

戻すというのはイ<nr能ですね。何があって何

今ても確認できない 地設前の査がなしヽ か、

料はあリますかというのを税務＇併が一番品初

に聞いてくるんですか、答えようがないとい

う状況です。

小椋 僕のところぱ、 ‘l,ILIii-務所に出て、

カラスは削れていなかったし、機械も載って

いたのて、安心してその Hは帰ったんですが、

述の悪いことに、 6年の12Hの荘れにコピー

も入れかえ、端木も入れかえたところで、

の掟械が、外形はどうもないのに、状態が悪

いんてす。それを修復するのに 3Hの平ばま

でかかリました。てすから、

したのは平ばごろからてす。

fl宅でt務所をやっておりま

そ

ポ務所が動き出

坂東 私lょ、

すが、避難先から帰ってきても、被布がひど

く、何も手が付けられません。だから、

からいかに’l：活するかということですけれど

これ

も、顧問先も同じように被害を受けておりま

すのて、通常の仕・-・ドは何もてきず、

としていたという格好てす。

芍支部は評のjj針に協力的て、税務援助が

かなり多かったものですから、

ただ茫然

2 H 15nから

3月木まてと 4ll l [1から 5J-131 

nまて、かなり納税協会と税務＇昇

のJ}ク）税務援助をやりました。だ

から、自分のところの・・i務所の整

理というよりも、それにかなリ時

間をかItて／上ったような格好にな

リました ，

，μ務所のコンヒ＇ューターは、 ,
n
 メ

こ

らいしか手がつかなかったですね

職員も出勤して1t・暴ドができたのはい司会

つごろですか。

坂東 2 }-lの中旬ぐらいからですね。

安部 1IIIIu]も中しますが、日宅の方は一部

破捐だったんですけれども、 =’lけ務所の方は、

兵庫区の大開通の一番激該地て、例の地ド鉄

が陥没したところから数百メータ ー北側にあ

から、

ったのて、案の定、きれいに倒壊しておりま

した。倒壊したという情報が地姦‘l'In入った

んですが、申で行ったところで、大渋滞てす

、1inはあきらめましfふまた、ずっと

テレビで様子を見ていたんですが、長田区、

兵印区、中央[~はごらんの大火ですから、と

にかくが務所だけは撚えてくれるなという気

持ちで案しておリました。

翌 U、地日・鉄が須磨区の板宿まで再開しま

して、、学園都市から2町務所まて出向くことに

しました。 ヘルメットをかぷって、

を担いて、須磨区、 K田lえ、兵庫区と歩いて

ポ務所まて行ってみたんですけれども、 4階

建てが2陪建てになっておリました。幸いボ

務所は 4階部分にありましたので、何とか原

リュック

241 



242 

形をとどめており、データ類や書類筈の搬出

は可能だと思いましたか、実際作業に取りか

かったのは震災から10日ぐらい過ぎてからで

した。

というのは、余震の恐怖もございますし、

準備期間と日うと大けさかもしれませんが、

関係者の協力を得て行ったものですから。そ

して、私も 2段ばしごを登って、決死の覚悟

で事務所の中に人って、凸類とデータ類を、

8訓ぐらいは取り出すことができました。 ト

ラソク 2台に積んで、顧問先の會庫に保管さ

せていただきました。

さあ、それからが大変なわけです。事務所

かないですから、仕事かできない。それで、

事務所探しをしたわけですが、幸い関与先に

不動産屋さんがおりまして、もとの事務所の

近くのマンションを紹介していただきました。

2月20日に何とか移転できまして、そこから

業務再開の第一歩が始まりました。

司会細川さんは、お父さんが亡くなられ

て、出務所の再開まで、精神的なダメージな

どで大変だったと思いますけれども。

細川 事務所は家とは別で、西宮にありま

して、ビルの 4階なんですけれども、地震後

4 Hぐらいして、事務所も見に行かねばと思

いまして行ったら、戸が開かない。何か倒れ

てきていたんですけれども、なんとか開けて

入って、機械のスイッチを令部入れましたら、

l．の画面が飛んでいたんですけれども、どう

やら機械は正常に動いているようなので、ほ

っとして、そのままおいていました。実際仕

事を何とかやろうと思ってやり出したのは、

3月ぐらいになってからだったと息います。

5月未まではパニック状態、

簡易計算は動産でトラブル

司会事務所を再開しても、正常な業

務に取り組む以前に、顧問先も被災者で

すから、被災直後は、記帳代行業務とか

申告とかいうことよりも、顧問先の金融

の問題とか、雇用の問題とかが主な仕事

になっていたのではないか、私どもの体

験からはそんな感じがするんですが、皆

さんはどんな状況でしたか。

西田（啓） 私の事務所は、ふだん余りな

しみのない扉用調整助成令の照会と利＋補給

がある特例の融資の話とかが業務のはとんど

でしたね。あとは罹災都市の借地借家法の適

用関係で、税理十業務本来の税金の相談より

も、融資と法律相談の窓口になって、弁護 I:

に確認をとるというような業務がほとんどで

した。

林 先ほど白われたように、扉用の助成命

の依頼か結構多かったです。

私のところは電気が 1月21Rに米まして、

それまで手が付けられなかった後片付けも、

日耀l:fに事務所の人に米てもらって、事務所

の片付けからスタートしました。すぐ暗くな

るし、帰るのに大変だということで、従業員

さんにも気を使って、朝の10時ぐらいから 3

時ぐらいまでにしたんですが、遠方の方につ

いては、朝10時に入るのも無埋だということ

で、 1人辞める結果になりました。イL事がそ

んなになかったものですから、そういう面で

は比較的うまくいったという状況だったと思

います。

司会 そういう中で、事務所職旦を解産す

るとか、一時休暇をとらすとか、そういう処



沼をとった事務所は皆さんのなかにはおられ

ないようですね。

司会 1月のことですから、例年なら

ば、そろそろ個人の確定申告の時期が釆

るわけですが、平成 6年分についてはと

りあえず平成 7年 5月31日まで、処理で

きないものは平成 8年 3月15日までの延

長があったわけですけれども、その辺は

どう対応なさいましたか。

小椋僕のところは件数も少なくて、法人

がはとんどで、個人の市業者は 5f’1・ほどしか

なかったんですけれども、恐らく個人につい

ては、申告笠がかなり延びるであろうという

ことで、汰人をまず中心にやりました。です

から、法人は、決算の 2カ月後以上遅れたと

ころは 1件もありませんでした。

安部 巾告等期限延長が 5月31Bに指定さ

れましたが、まだ先のことかなあと思ってい

ましたので、多少慌てました。取りあえず佃

別延長巾請の手続きもあるんですけれども、

そればかり頼っていたら、後の業務が煩雑に

なるので、なるべく個人と、法人の11月から

3月決算までを一緒に申告すべく、 5月3]口

までは本刈にパニックでした。

林 巾告期限の延長やむないところは、延

k申請を出したりしましたが、延ばしても順

繰りで申告期限が来る法人とかがありますの

で、結果的に自分の首を絞めるんじゃないか

と息いまして、できるだけ早く申告をするよ

うに持ってきました。個人につきましては、

今までやったことのない雑損控除なんかで、

2年間一度に申告される方が出てくるわけで

す。そういう方は不動元所得がある方ばかり

で、資産を売却しなければならない人もいた

りして、雑損をどちらの年分へ持っていった

被災地税理士による座談会

ら有利かということで、 1刈方計算しなければ

ならないという間題が出たりして困りました。

細川 私は、法人の方は何件か延ばしてい

ただきました。というか、自分がほうり出さ

れたものですから、ます個人のを 5月末まで

にできる限り提出しようと息いまして、そち

らの方を重点的にやっていました。法人の方

には、申し訳ないけれどもということで、私

の事情で延期してもらえませんかと札長らに

ご説明しまして、皆さん、それなら構いませ

んよとおっしゃっていただきましたので、何

件かは延ばしてもらいました。

簡易計算は実務上どうか

司会今、雑損控除の問題が出ており

ましたが、このたびは、当局が損失額の

算定に当たって、簡易計算によることを

認めたわけですけれども、この簡易計算

の適用にあたって、まだ未解決の問題も

あるようです。皆さんはどのように評価

なさっておられますか、実務上はたしか

に便法ではありましたが問題点がなかっ

たともいえないようですが。

中野 うちは自分のところ自身が簡易計箪

を適川したんですけれども、人体1,200万円ぐ

らいの損古で、事実、かっちリ 1,200/j円補修

が要りましたので、割に適正だったんじゃな

かろうかと私は思っております。

司会例えば、随分立派な家が建っている

ということになれば、これはまた話は別です

が、一般的には、簡易計算の碁準は、建物の

損失にしろ、動産の損害額の計算にしろ、胄ll

りと思い切った数字が出ているなという思い

がしたんですが、皆さんどうですか。

北野 あれは、大体半壊以 Iという想定で
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組んでいるんです。 だから、半埃以 l•ク） hは、

今おっしゃ ったような感‘比なんてす。

中野 しかし、 §9峠に関して．む昆品ありて

すね。甚準が低いように思、しヽます。

安部 所得税の減免措置て、災害減免法と

雑損控除、あるいは被災した沢産の損失の必

要経四万入を認めるという ことになったんて

すが、私にと ってもltlきなれない言莱ばか I)

で、本‘りに勉強させられました。

兵即支部におきましては、 2 H28nに税務

署と国税扁の講師をお招きして、研條会を開

し、ていただき 、マンションの一部破損，こl関し

て上要構造部ム々によ ってマ ンションの 一部

破損の簡易 JI•刃が適用 llfか適nl不 llfかという

問題もございましたが、参考になりました。

林 り災証IIJIを巡りましては、その後の取

り扱いで、税務1|I告卜、 、し．
Ii ..“ •9~ :'： 

それを一つの指針とし

て使用する ことについ

ては、それしかないと

いう ことになると思う

んですが、

発行する現場をちょ っ

り災証明を

と見せていただいたん

今Inlの設災では、

ポランティアの力を無

悦することはできない

です

と思いますが、 リ災址

明を発行する現場にも、

地図に疎い方というか、結構ポランティアの

方が発行されているんてすね。厳密に言えは

その家は平壊なのに、一部破捐しか出ないと

かいうことで、後IJl}IJ坦になったケースをよ

＜枇lいております まあ、 1t}jない部分だと

思いますが。

司会 筒易計刃という 一定の社刃方式が出

たわけですけれども、それについての問題と

してはいかがですか。 ご衣兄の中には、

建物＾•和こついては息い切 った数字で出ていた

んしゃないか、

今、

しかし家財；こついてはそうも

ぷえないんしゃないかというご慈見がござい

ますが。

査1登家の方については、直）JI娑について林

は頭打ちになっておりましたので、その面て、

結構不満のある方が多かったように恩います。

司会 小満があるならば、 ‘1,'局から言わし

むれば、実額てiI刃してくださ ったらし、いん

ですよということなんてすけれども、片方の

建物の方はほぽ思いりjった数字が出ている。

家財につし、てはどうも不満だと。それな らば

実額計芽をするように納税者に指）ヰし、数字

を出してという｝ji1；はあるわけなんだけれど

も、｛面額が幾らかとしヽう．点につし、ては、非常

→ に問題かあるわけですね。

中野 その実額，i|祁てすけれども、

税務署へ行って、統括官に聞いても、

実頷は実頷だと。では、耐nl年数の

経過はどうなるんだとlitlいても、 ll)I

確な答えかないわけです。ては一体

どうやって叶刃すればいいのか、

の物件を買った値段でいいのか、そ

れとも1fi却しなければならなしヽのか

も全然わかリませんから、安易；こ簡

そ

ね

易計立を適nlしたという ことになリ

ますね。

坂東 建物については、平壊です

か全壊ですかということで、簡易計互を適Jll

して、損失金額を示すと、納税者の方が納得

てきる評価が出たと思います↑参与のために、

実際の建築伐及ひ購入価格を聞 くと、簡易叶

豆でやった方が肱入価格よりも，tiいんですよ

重｝JI培に関して，よいろいろトラフルがあリ

ました。それと、一部捐壊についての判断が

非常にトラプったように思います。納税者の
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方と我々指導する方との間で意兄の相違があ

りました。

マンションの一部損壊で遠付保留

司会 だんだん日がたってきますと、

業務の方も落ちついてくるわけですけれ

ども、り災証明書の発行については、各

市町村によって対応が大分違っていたよ

うです。パイトの人が聞き取ったものと

か、自治会の方が認定したのをもとに証

明書が出されたとか、いろいろあったよ

うです。

当初は市町村から義援金を受取る際に

必要なものとしか認識していなかったの

ですが、やがて、融資を受けるにも被災

者で損害を受けたとの証明書の役割を果

すものとなり、税務申告書にも添付する

よう課税当局の指導がなされるようにな

ったと記憶しておりますが、それで損害

があったことを証する書面の添付と考え

ていた人も多かったと思うのです。

その後、建物の主要構造部に損壊があ

ったとの証明をしなければ商易計算方式

による損失額は認めないとの当局の方針

が出され、一部損壊については、いろい

ろと問題が出てきたように思います。

特にマンションなどの共同住宅の入居

者の申告では、還付申告書は提出してい

るが還付保留されているものがまだ相当

数あると聞いております。

その辺について、皆さん大分こ｀不満が

あるんじゃないかと思いますが、当初は、

一部損壊であるか、半壊であるか、全壊

であるかを納税者から聞き取って、それ

にもとずいて申告すればよいとの指導が

あったのか、当初から建物の主要構造部

被災地税理士による座談会

に損壊があるのとの証明のもとに、一部

損壊、半壊等の取扱いをするよう指導が

あったのか、日がたつにしたがって記憶

が薄れておりますが、どうだったと思っ

ておられますか。

北野 たしか 2月の初めに 2回簡易叶算の

研修会をやりましたが、その研修会の資料の

裏に、「要構造部の損壊、一部損壊の適用と

いうのは、記載はあるけれども、そこのとこ

ろを重視して説明していない。まず私が言っ

たのは、納税者の言ったとおりとっておけ、

そこでトラプルを起こすなと。行政は初めか

ら、この点は虚んでもらったらわかると。だ

けど、主要構造部の損壊というのはだれが判

浙するのかという説叫はしていないから、行

政が出してくれる証明だと思っていた。これ

は完令に初めの認識不足で、 t要構追部の損

壊というところを何で確認するんだという晶

明を怠った。ああいう混乱の時期なので、申

し訳なかったということは申し上げておりま

す。

司会 主要構造部の損壊を前提にして、一

部か、半壊か、全壊か、でなければ簡易叶算

の適用による雑損抒除を受けてはなりません

よということを前liliに出すと、今言った納税

者の精神的な面とか心情を壊すことになって

しまいますね。したがって、そこは前liliに出

ないで、表に出たのは、とにかく一部損壊が

あるのかないのか、納税者から聞き取って、

そういう状況にあるとするならば、それで応

じていってくださいというのが被災直後の前

段での取り扱いです。少し落ちついてき出し

たときに、各地方自治団体が出した証明自体

がいろんな対応があったということから、そ

こら辺が少しシピアになってきたんじゃない

か。だけど、当局は、 t要構造部に損壊があ
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ったということは最初から日っていますよと

いう議論になったわけで、それがパンフレソ

トの裏面に告いてあったということですね。

北野 パンフレソトには記載はあるが、そ

このところは、私も全く説明の重点を固いて

いなかった。まず納税者を怒らすなと、そこ

に直点を固いていましたものですから……。

確かに、初めてのことですから、 h政も混乱

していたんです。

小椋 おっしゃるとおりだと息います。早

＜申告した人への対応と、 7月、 8)-jごろに

なっての‘り局の対応と、全然違うんですね。

だんだんシピアになってきた。この人はこの

段階で申告してこれは通っているのに、何で

これが通らぬのかという問題はたくさんあり

ました。

司会 課税庁は、そういうものは今見直し

をしていますから、必ずしも全部通ったと思、

ってもらっては困りますよという公式の表明

はなさるわけですが、実態がそうなのかとい

うと、我々にはわからない、特に一部損壊者

については、いまだに未解決というケースが

多いということは確かですね。

北野 8割方修布に応じていただいたとい

う新聞発表でした。これは朝 H新聞に出てい

るから、国税局がコメントしているわけです。

中野 自治体のり災証明自体が余りにもず

さんなんじゃないですか。 20％以下が一部損

壊、 50％未満が半壊、 50％以上が令壊、そん

なばかな判定の什方はないと思います。 50%

といってもこちらは分かりませんから、 100%

全埃かと思って計韮しますね。

司会地方自治団体が発行しているり災証

明書は日的が違うんです。それは、いわゆる

義援金を分配するということが主H的だった

わけですね。それには、一定の甚準が要ると

いうことで、神戸市ですと、係官が外形的に

兄てまわって判定したといってお l)ます。そ

うしますと、 20％未満ということは、限りな

くゼロに近い場合もあるわけでして、それで

も一1心その基準でいきましょう、 20％以上50

％木満は半壊でいきましょう、 50％以上のも

のについては全壊としましょう、そうして全

壊、半壊、 部損壊者には義援金は幾らです

よと定めたんです。したがって利用目的が違

うんですね。述うんだけれども、課税庁が途

中からり災証明否をあたかも添付要件である

かのごとく指導してきたわけです。

地方税は不得手？

雑損控除と災害減免法の選択適用

司会秋ころでしたか、住民税の問題

で、雑損控除と災害減免法の選択適用の

問題が議論されたんですが、そこであき

らかになったことは、所得額によっては

災害減免条例の定める減免適用と雑損控

除の適用にあたって、平成 6年分につい

ては災害減免条例の適用を受け、平成 7

年分については雑損控除の適用を受ける

ことによって納税者に有利となることが

わかったのですが、そのことについて混

乱はありませんでしたか。

安部今年の平成 8年3月15Hの確llI期に

は、閃与先に市県民税の申告書が送られてく

るので、特別徴収しているのに何で送られて

くるのかと息いましてね。理山は司会者がお

っしゃるとおりなんですけれども、市県民税

と渭支の所得税の確定申告害と両方持ってき

まして、これをお願いしますというわけです。

だから、こちらの方も、倍手間暇かかるわけ

ですから、そこまで対応するのは差し控えて、

市県民税については自分で区役所へ行って有



利な方法で申告して下さいというようなこと

でした。

司会 たた、こちらの方が雑捐控除をやっ

てしまうと、納税者が後で行っても救われな

いんですよね。その辺はどうですか。納税者

の方からそういう扱いがあるんしゃないかと

言われた先はありませんか。小椋さんなんか

ないですか。

小椋ないです。

司会 神戸支部では、展災税務に関するシ

ンポジウムを間催したのですが、その席には

国税関係者、地方税関係者の出J市をお顛いし

て、間題点についての質疑応答をしていただ

いたのですが、その席でも確認できましたの

で、取扱い説明文書を作成して全会員に発送

したのですが、な：こぶん地h税法については

条例によるところが多く、口ごろなじみがう

すいといったこともあり、また、県、市、町、

村の条例を持っている税理士は、ほんの一部

の人しかいないといったこともあると思、うの

ですが、 力、震災に関連する税務情報も地

方税に関するものは少なかったように思うの

ですが、皆さんいかがですか。

佐茂 全て税理士任せというところが多い

ですから。

中野 我々が分からぬものを、納税者が分

かるはずがないですね。

司会 いまひとつ、住民税に関しての

問題ですが、給与所得の外に他の所得の

ある方、医療費控除や災害による雑損控

除等を受ける方で確定申告書の提出期限

の延長が認められたことによって、その

期限まで未提出になっているにもかかわ

らず、平成 6年分についての住民税額を

給与支払報告書にもとづいて決定し、納

税通知書を送達して徴収するといったこ

被災地税理士による座談会

とが行なわれたのですが、被災者にとっ

ては、確定申告書が提出された時に精算

され遠付されるとはいえ、それまで前払

をしなければならないといったことにな

るわけですから、もっとこういった問題

の取り扱いについての配慮が必要であっ

たとの批判もありましたが、納税者から

の問い合わせなどはありませんでしたか。

私どもの方には 10件あまり苦情がよせ

られました。この問題は還付保留となっ

ている方についても同様ですが。

林 それに当てはまるかどうかわかりませ

んけれども、納税者の所得の確定かできない

からということで、文書•ーの発送がありました。

平成 6年分と 7年分、 2年分の所得を書いて

送ってくれという文書が米たので、所轄の地

力税の窓口に、申告期限か伸びていて、申告

をおくらせているという圃答をしたケースは

あります。

佐茂 その場合は給与所得だけで検討して

くれるわけですか。

林私が担当していたのは小動産所得だっ

たものですから、そういうことをお話しした

んですけどね。

佐茂 そうすると、所得が確定しないまま

何も五ってこないわけですね。

林 申告期限が延ぴているという説明をし

たら、そうなんですかと初めて聞いたような

ことで・・・・・・。

佐茂 それは、不動産所得なり事業所得だ

けだからでしょうね。

司会 地方自治体の考え方は、住民税につ

いては、賦課課税方式がとられているので確

定巾告昌の提出がなくとも給与支払報告書の

提出があれば、それにもとづいて賦課決定が

できるとして、今申し上げたような取り扱い

247 



248 

がなされたわけですが、私ども神戸支部で神

戸市の税制部長にもお会いして、乎成 7年度

分については確定申告書が提出され所得税額

が確定するまで徴収の猶fを申し入れ、猶予

申請書を提出することで認められることにな

ったのですか、さらに他市にも同様の申し入

れを行って解決した経緯があったのです。

林私のまわりでは特になかったようです

ね。

欠損金の繰戻しについて

司会 このたびの震災では、本部も国

税局等に対し種々の要望をしましたが、

概ねその目的は達成されたと思っており

ますが、しかし、要望書の中にもあげて

おりました法人の欠損金の繰戻しによる

税額還付については、被災による資産の

損失にかかる部分に限定されたことによ

って恩典が受けられなかったこと、また、

これは税以外のことですが、愛災によっ

て定時株主総会が商法上の規定どおり期

限内に開催できず、そのために役員の改

選が遅れ、また営業報告書等の承認決議

が遅れるといったケースもあったと思い

ますが、そのような状況にある場合のこ

とに対する特段の配慮がとられなかった

こと、などについても問題の指摘がなさ

れていると思いますが、いかがですか。

佐茂 間接的な被害ですね。

司会 神戸には三つの人I島があるのです

が、そこにある企業などは、島への交通路が

崩埃、液状化現象がおきるなどによって、お

客の受け入れはできず、また観光染界なども

大打撃を受け、その年分以降に多頷な赤字を

出すといった状況であったのですが限定的な

ものとなったために被災地の企業とっては、

出業再建への救済処濱としては不十分なもの

と小満の声も大きかったようです。

北野パブルのときにできた制度だから、

これ程になってきたら、全部もとどおり戻さ

なしヽといかんでしょうね。被災の間題だけで

なくて、堺の0-157の間辿にしても、業者が

ものすごく損害を受けているわけで、みんな

事巣収入が減っていっている。神戸以外でも、

北新地なんかも令然だめで、，思い切った政策

を国がとらねばならないのではないか。

司会 余り真剣に取り組んでくれていない

のかなとひがんでいたんですが。

北野 地域を限定しないで、損害を受けた

場合は、特別叩よをつくって返すというぐら

いでないと。

司会私も北野町界わいに土産物店を 5店

出している関与先があるのですが、その会社

も畏災前は相当な利益をあげていたのですが、

その後は観光客の足もばったりととだえ、何

千万円という欠損が出るといった状況です。

その会社は、たまたま霰災直前に店舗の改築

をしていたものですから被災も軽微ですみま

したので、今回のような特冽処置ではあまり

メリットはなかったのです。むしろ今後、経

営上問題が生するのです。現在、措置法で中

断されている欠損金の繰戻しによる税領還付

の規定を本Jlijにもどして適用されることとな

れば事業再建への手助けになったと恩います。

いまひとつの尚法卜の間題ですが、役員の

改選決議などはなんとか定時総会の招集を行

ない決議することはできたでしょうが、営業

報告苦等の承認事項については決掠事務が完

了しないと総会に付議することはできないわ

けで、そのうえ定時総会でしか卜店只きない

商法上の規定となっているといったことで、

こまられた会朴も多くあったと息いますかど



うでしたか。

北野 関 ’j-・たは中小企業が多しヽから、 余り

関係なし、のてはなしヽか。

司会 企業規校の人小には1関係なく1・1'例法

に定められたもの以外は、すへてlnlーの規定

が適lilされるわけですから中小企業にとって

も関心の深い問題であ ったと思います。

私は、定時経会を開催して役員改選の議案

のみにとどめ、その総会の終（を宣言せす1木

会の手綺をとったのち、決刃ポ務官が元 J’ し

た時に前総会の税会として開催して常業報店

，片官の心を求めるといった「綺をアトパイ

スしたのですが、今後このような人一災布時に

はも っときめ細かい取り扱いのぷ逹が出され

小椋

てすか、

司会

被災地税理士による座談会

決互後 3カl1ぐらいのやつはいいん

6カ}--1もしますとだのなようですね。

3カ月ぐらいで初犯ならかけられな

いか、常に過怠していたらかけられてくるか

もしれませんね。

小椋 初犯だったと思います。

関与先が5％減少

司会 震災によって、会計事務所の経

営に大き く影容がでるのではないかと心

配している方もおられますが、皆様の事

務所はいかがですか。

ることが望ましいと思、った次第です。 佐茂 それがそのまま1関与先の減少につな

佐茂 総会の通知は出し

て、成ヤ＿しないから綺全に

なって

司会 そうではなく、定

時総会は法定期限内に開催

し、 "I能な案件のみの承認．

を受け、 その総会の終結を

i；五i-しないで休会に入 1)、

後nに綺全として開催する

という ことです。

Lg災のために役員の改選

決議が遅れ、それがために

登記も遅延したことで過料が裁判所で決定さ

れたといったケースはあリませんでしたか

小椋 l0Jj円米ました。

司会 それは、姦災で決互が確定しなくて、

痣会が開けないから、お くれて開催して登記

したら、10万円の過料がきたという ことです

か。

小椋

安部

・・・・・・ 
゜

そうです，

でも、 10万円といえは、 かなリの

‘ 

がっているのかどうかという ことですね。

小椋 うちで廃業件数が41牛です。そこの

会社の経営行の年齢層にもよるんでしょうけ

れども、 2社は64改と63淮で、年金があれば

iuIとかなるし、 これからつぷれたと ころを建

て直して、 ,f:jい金をつぎ込んてもしようがな

いということでした。 もう 2社は、当初は関

'j-はもうしヽ しヽ 、 うちでやるからという ことで

やり出したけれども、 1社だけまたやってち

ょうだいなという ことで復婦しましたU です
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から、合計 3社、今回の震災で離れました。

中野 うちで 4社ほど、年間で300万円くら

いの滅収になりました。

安部 事務所の経営自体は変わっていない

んですけれとも、衷災によりまして、関り先

か、 1割までとは申しませんか、滅少しまし

たね。それとは別に、関与先も仝壊あるいは

令焼笠しまして、所在地の移転、例えば、今ま

で神戸市内にあったところが西宮の北部や加

古川に移りまして、指導に行くときに余分に

時間がかかって、ちょっと不便をしておりま

す。それでも、遠隔地でも再間していただい

ているので、ありがたいなと思、っております。

司会 どのぐらいの減少でとどまると予想

されておられますか。

安部 希望的観測として、何とか 5%ぐら

いにとどまってくれるかなと息います。

林私のところも、四、 h件は廃業、それ

と、このままいけば廃業だろうというのも出

ておりますね。

細川 私のところは一番ひどいのはうちぐ

らいでして、お客さんの方は意外と皆さん無

中で、家は仝壊されたけれども、什事は統け

ておられるとか……。それ以上に、私にかわ

ったということで、お断りになる方が出てく

るかと思ったんですけれども、それもおかげ

さまで 1人もなくて。

援助活動について

司会 このたび本部や支部で、いろい

ろと被災地の納税者に対して支援の手を

差しのべてやってきたわけですけれども、

その辺のことについてこ意見があるよう

でしたら、簡単に触れていただきたいん

ですが。

北野 当時私が業務部長だったものですか

ら、会長から、会員の被害状況を調べよとい

う指示を受け、早速調べに入ったんですが、

n分でそのときに無｝Jだなと息ったのは、そ

ういう辿絡網の整備というか、 1次の悴備は

できていても、 2次の整備はできていない。

先'1:}j避難所に人っておられるということで、

できたら家を段取りしてあげたらいいんじゃ

ないかなと思っても、税理＋会でそういうこ

との対応はできていない。 一部の先生から、

もし家でお困りの方、あるいは物衰が足りな

いところがあったら、言ってくださいよとい

うお話もあったんです。万が一のときには家

を提供します、物資を提供します、私は自転

車に釆ってでも見に行きますよというような

ことができればよかったなと考えております。

だから、会員の状況を知ったからといって、

税理士会が何の対応ができたかというと、ど

うにもならなかったということはおわぴ巾し

1ごげたし‘°

今後こういうマニュアルづくりのときに、

そういうことも配慮して、もしガが一こうい

うことが起こったときには、どういうふうに

対応していくということを、家の問題、物資

の問題、義援金の問題、会費の減免の問題と

いった観点から、息い切って考えていかなけ

ればいけないのじゃないかなと思っておりま

す。

今回、義援金も 3億1,700万円集まりまし

た。皆さん一生懸命やっていただいたと感謝

巾し［げております。しかし、事前にそうい

う話ができておればと。東求の方からこんな

話があったんです。 10億円か20億円みんなで

集めて、利息だけでも毎月補助してあげるよ

うなことはどうかと。それを近畿会で受ける

のを非常に苦痛に感じた。こちらから全国の

税理士会にお願いするなり、我々も率先して



やらなければいけませんね。これは将米の問

題にもかかわってきますので、速慮というか、

中途半端に終わりましたけれども、そういう

ことも考えておかなけれはいけないのじゃな

しヽかと。

今回会費を値上げしましたか、個人的には、

毎年会費から1,0(）（）万円でも2,000Jj円でも積

み立てていって、 15年）古1期ぐらいでなにする

というようなことも、税理十会も若えていか

ねばならないと思っている。

中野 今、税理士さんは H本全国で1μJ人い

るんですか。

北野約 6ガ2,000人です。

中野共済制度というんですか、 1月5,000

円積み寸ーててもね。

北野 3億ですか。

中野 全同の先化方も、対岸の火事じゃな

しに、あすは我が身ということがあるんです

から。

司会 今回、被災地支部においても被災者

に対する支援活動を種々実施しましたか、そ

れについてのご感想をおきかせ下さい。

林 消費税が改正になるんですけれども、

被災された方は、今、家を建てるというのが

番切実な問題なんですが、都市計画法の絡

みで家を建てられない。そういう状況にもか

かわらす、期限つきで請負契約をしないと消

費税がアップするということで、相談会場な

んかに行くと、何かいい力法はないかという

切実な声が上かっているのが現状なので、そ

の辺はもうちょっと声を代表していただきた

し]と思、います。

もう 1点、平成 7年の 6月ごろから、県の

住宅総合センターとかで、被災者の納税相談

に参加しているのですが、その会場に来られ

る力は、これから自分は何をするんだという

H的を持ってこられるのは確かなんですが、

被災地税理士による座談会

その会場自体に、例えば、弁護士会なら、こ

ういうときは弁護十が相談にのるとか、ポス

ターがあるのですが、税理士会にはそういう

のが仝然ないんですね。資料も、一番最初に

行ったときには何もない。あるものと思って

いたのに、手引もないし、計算する苫類も何

もないという状況で、困ったのは事実です。

ポスターとか PR文書か必要じゃないかと切

実に息いました。司法書士会、弁護上会笠、

皆つくって対応されていたのが現実です。

佐茂基本的な備品類の整備ができていな

かったということですね。

20横紀木の貴重な体験として

司会平成 7年 1月17日に大地雲が発

生し、そのすぐのちにオウム事件で世間

が騒然とし、最近では 0-157による多数

の食中毒者の発生と、世紀末を前にして、

今までに体験したことのないような大き

な事件に遭遇しているのですが、このよ

うな体験から、ものの見方、考え方、人

生観など変ったなと思われることがあり

ますか。

小椋 変わったといえば変わったんでしょ

うか。うちはたまたま仕居部分が目分のもの

だったですけれども、こういうものを所有す

るのがいいのか、それとももっと平らに考え

て、借りるのがいいのか、そこらのところを

ちょっと考え出しましたね。得意先の人に言

いますと、やっぱり物を持たないかん、住ま

いを持たなきゃいかんとおっしゃるんだけれ

ども、そこらのところどうでしょうね。

北野 バブルと震災で物の考え方が変わっ

たんでしょうか。

司会今までは何が何でも所有ということ
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だったのが、特に所有しなくてもいいんじゃ

ないかというような気帖ちも出てきたと。

小椋我々の介代には、城を拮つという考

え方が底辺にあるわけですが、皆さんおっし

ゃるように、何でうちだけがこんなことにな

るんやという状況でしょう。そうすると、こ

れは身軽にテナントでひょいと出られる状況

の方がいいんじゃないかという考え方になり

ましたね。

坂東 神戸に震災があるとは頭から考えて

いなかったから、それ以前に、普賛岳とか、

北海道南西沖地展とかがあったときには、対

岸の火出ということで、十分な義援金を送っ

たりはしませんでしたが、今回自分が誕災に

遭いまして、他府JI,！の人の話を聞きますと、

全く以前の我々と同じように対岸の火事で、

関知せずという考え方を持っている人が多く、

被災者は廿え過ぎや、義援金がどうのこうの

と言わず、自分らで努力をせよという言葉が

返ってくるんですよ。それを聞いて、以前は

我々もそうじゃなかったかなと反省させられ

るところもありますね。

司会 こういうことが起きて、他人事じゃ

なく、自分のこととして受けとめられるよう

になったということは、ある怠昧では貴重な

体験ですよね。

安部 まさか神戸地区に震災が起こるとは

想像だにしなかったことか実際に起こって、

そのときは、今後どうなってしまうんだろう

という不安とともに、みんな被災者だから、

一つの安心感もあるわけですね。みんな伺じ

境遇だから，そこからまた立ち直っていけば、

もとどおりの生活ができると。そういうふう

に思えるまで 1週間くらいはかかりましたけ

れども、今となってみれば、また衷災前の生

沿になりつつあるのが怖いですね。

司会確かに、哀災直後は、自分一人では

なく多くの人々が目分同様に被災者であり、

経済的にも多大な損古をこうむっておられる

のだからと比較的冷静な気持でおりましたが、

nがたつにしたがって災害の大きさ、経済的

負担の大きさに腹寸たしい息いをするように

なったのですが、一方、私逹の枇代は戦後体

験をしておりますから、あの時代に比べると

まだまだよいとの息いがあり、再建にむけて

努力すればまたもとに戻るではないかとあき

らめが早いのですが、林さんなんかどうです

か。

林震災当時、何で自分だけがこんなにし

んどい Hにあわなければならないのかと思っ

たんですけれども、遠方の友人とかが物を送

ってくれたり、近所同士が助け合ったりする

ケースが多くなってきて、やっぱり友達はあ

りかたいものだなと息いました。これからそ

ういうことを念頭に置きながら、自分から前

向きに行動していきたいと息っている次第で

す。

司会平成 7年度分の確定申告が前年

分も含めて終わったわけですけれども、

平年に比ぺて皆さん大変でしたでしょう。

小椋本当に大変てした。法人は全然おく

れずに業務を進めて行ったんですか、個人は

延びるなら延びてからという感じでやったも

のですから、 2斗分をこなさないといかん件

数がかなりあって、この 2月、 3月、徹夜を

4回しました。こんなことは今までなかった

んですけれども。

坂東私のhは、誤災後、 5月31[3の申告

期限に、かなり無理でしたけれども、ほとん

どやってしまいました。法人も、 2件ほど延

長しただけで、この際やからやろうというこ

とと、延ばしていくと、顧問先の報酬の関係



もありますので、やってしまおうということ

で、佃人の場合は、 5月31日にはとんど］00

％やりました。法人の場合も、延ばしたとい

っても 2カ月ぐらいで、全部処坪しました。

付数も少ないけれども、この 3月期には大体

正常に戻っていました。

司会 そうしますと、その直前年度が大変

だったわけですね。

坂東 衷災の年はめちゃくちゃでしたね。

徹夜、徹夜で、体をこわすほど遅くまでやり

ました。

中野私とこも、余り影饗はなかったんで

すけれども、 Hij年は、明石のワンルームマン

ションで、置きごたつ 1つで、計算機を買っ

てきてやっていました。今はほぼ正常になっ

ております。今年の 3月はさほど影響はなか

ったです。

安部 やはり昨年個人で申告をしていなく

て、今年平成 6年分と 7年分を両方中告され

るケースがたくさんありました。それで、申

告の事務手統にちょっと時間をとられました

が、逆に平成 6年分、 71r分を一緒に中告し

ていただけて、今後も顧問として継続して関

与できるんだなという気持ちもありましたね。

林今年 3月15Bの巾告期限が月未まで延

びないかと期待していたのですが、がっくり

きました。複雑な哀災特例事案がいっばい残

りまして、大変だったです。

細川 去年も、法人はほとんどやってしま

って、 5H 31□までに 2カ月ぐらい余裕があ

ったと，思うんですが、今年は通常に戻りまし

て、私まだ慣れていませんので、スケジュー

ルが合わなくて、かなりしんどかったです。

司会 税理士会も再延長をお願いして、認

められなかったんですけれども、できれば再

延長はあってほしかったということですね。

どうも皆さん貴菫な時間をちょうだいしま

被災地税理士による座談会

して、いろいろ有益なお話をいただきありが

とうございました。

最後に、このたびの震災にあたっては、全

国各地の税理十の皆さん方から義援金をちょ

うだいいたしましたが、その皆さんの善慈に、

私どもも、この衷災休験集をお送りすること

で、お礼のお返しの一端としたいと思、ってお

ります。
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窟災体験をより細部にわたり記録するため、

平成 8年 l月に被災地税理士にアンケー ト

（第七綱参照）を実施したが、多数の万より

貴重な体験談、意見をお寄せいただいた。

同内容のものもあり、また、紙面の都合も

あり一部割愛して、次の項目にまとめて掲載

させていただきました。

ー

cc 
,4
 

、令．，
 

3
 

4
 

あの日、あの時

私たちが体験した阪神大震災

感謝

復興への原動力、心のよりどころ

ひとこと

行政 ・税理士会の対応を通して

体験をへて

震災から学んだ必要なこと

あの日、あの時
私たちが体験した阪神大設災

（西宮支部会員）

阪神ltlに住んでいる人すぺてが、文化 ・交

通に恵まれ、かつ災‘占も大きなことがおこら

ない l：地柄と思い込んでいたと思います そ

してそれを誇，）として＇ l:活しておりました。

ところが今阿の大地設、活断陪の恐ろしさを

まざまざと見せつけられたような気がします，，

ここ西宮ても軟弱と思われる浜に近いところ

や、六IFIll系に近い固い地盤のところは、比

較的被害か少なくて、その中間点に大きな被

、店が集中した感じがしますし、場所によっ-

は壊減的な被害が生じ、地姦前の面影が全く

なくなったと ころもあります。

我が家も大揺れの瞬ltlに伴屯しており、暗

がりのなか手を伸ばせば届く程の距離！こある

佛墳から、ローソクとマ Iチをとり出すのに

よろけてたどりつけない状況てした。やっと
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取り出し火をともして見ると、タンスの飾り

棚が布団の I．．に浴下、ガラスが飛び散り中の

セトモノ類もこわれて散らばっておりました。

お陰で怪我なくすみ、ほっとして隣りの）心接

間を覗くとテレビは 1m移動、窓サッシか倒

れてガラス散乱、台所と了．階は水屋と本棚が

全部倒れセトモノ・ガラス類•本が111積みの

状態でガラスの破片が飛ぴ散り、どこから手

をつけていいのかわからない状況で、呆然と

した状態でした。

屋根瓦は業者の調べで浮き上がって中央に

集中、一階玄関、各部屋サッシはへし曲り、

外壁もほとんどf各ト・。内部タイル壁の亀裂、

フスマ、 biの開閉ができない状況のほか、家

の周りのブロックは仝部倒壊でした。市の杏

定で全壊の判定されたことがあとで判りまし

たが、業者に点検させたところ基礎は大丈夫、

家の傾きは矯正する程のことなく、傾きに合

わせて修理すれば生活に支降なしとのことで、

2月から修理にとりかかり、半年後にほぼ修

理を完了することができました。

我が身に災害を体験し知）＼、友人から安否

の問い合わせ、生活物衰の差し人れなど）＼情

味の厚い有難さに心うたれたほか、多額の修

埋代に困っていたとき、近畿税坪士会からい

ち早く義援金の配賦や御見舞いの電話をいた

だいたことはとてもうれしく有難く思いまし

た。ここに厚く御礼を中し上げます。

（芦屋支部会員）疇攣疇誓響瓢二疇鸞鬱疇響鴫鬱

地震直後に「子供を助けてください」とい

う母親の必死の叫ぴ声が間こえたが、暗開に

委縮して動けなかった。幸い子供は助かった

が、あの時助けに行かなかったことがいまだ

に心苦しい。

震災当日は周囲の家用数軒がペシャンコに

つぶれ、生存者の救出、遺体の搬出などをし

被災地税理士の証言

た。通りかかリの救急車を止め救助を要諸し

たが、保員が車を離れた間に 3人もけが人が

乗車しているという有り様だった。遺体はし

ばらく牧が家の庭に安憐した。

当H中に親せき、事務所載員などの安否を

確認。ただし職員 1名は家か令壊し、連絡か

取れないまま数日がすぎた。（裳災直後は案外

電話が通じた。）

電気がないため、テレピによる情報が得ら

れなかった。カーラジオの利用は案外思いつ

かないものである。当 1::1の夜は寒くて真っ肪

で、食事もほとんど取れなかった。

串務所は建っていたものの、内部に入るの

が怖いほどいたんでいた。内部は什器と書類

が目荼苦茶に転倒散乱し、ラッセルをしなけ

れば奥には行けなかった。机が動き回り、ロ

ッカー類はもちろん、コピー機まで転倒した

が、この規模の地震ではよほど令と手間をか

けない限り、防災対策は無理だと思う。第一上、

建物が全壊しては手のほどこしようがない。

したがって震災後も肋災対策はしていない。

現代生活は電気がないと壊減状態である。

石油ファンヒーターも電気がないと使えない。

原始的な石油ストープが一つあれば状況はか

なり違うと恩う。

幸い私のところは、電気は 2Hで復Inした

か、食事には電磁調理器がたいへん役だった。

地哀で大型冷蔵庫が転倒したが、中には正月

前から貯蔵してあった鴨肉やステーキ肉が入

っていた。 3日Hぐらいに近所の学生の応援

を得て、 4人がかりで冷蔵沖を起こした。そ

の夜、近所で被災した顧問先のネt長が訪ねて

きてくれたので、家族とともに鴨鍋をつつい

た。あとでその社長に「あそこは被災者とち

がう」と言われてしまった。

飲料水もそれほど深刻ではない。近所のマ

ンションの貯水槽に残っていたものを当 Hは
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もらった。その後は救援物資にミネラル水な

どを沢111いただいた。

困るのは便所の水であるが、大便は洋式便

器にポリ袋をかぶせ、袋ごと捨てる方法をと

った。家族 4人、水道が復旧するまで 2ヵ月

間この方法をとった。

自分の食器は禅宗の坊さんのように、食事

の最後に器に白湯を人れ、器を洗いながら飲

んでしまうのが良い。最後はティッシュペー

パーで拭き取る。

友人が救援物資に喫茶店などで見かける、

紙おしぼりをくれたが、これがたいへん重宝

した。洗面の水も不足していたからである。

風呂は震災後10n間入らなかったが、六甲

山裏側のラブホテルに人りに行った。夫婦 2

名 1時間で4,000円であった。

水道はまず本管が復旧し、水道局は各家の

止水栓までは責仔を持つのであるが、そこか

ら蛇IJまでは、各人がn担する。我が家では

地中 2箇所で水道倍が折れていたが、これを

水道昼さんに探してもらうのが大変だった。

水道局が試験通水などをすると、道路のあ

ちこちで水が吹き出すのであるが、これを汲

んできて、生活用水に利用した。この水を水

瓶に貯水し、庭の噴水用の竜動ポンプをはす

して、プロパンの瞬間湯沸器（展災後に購入）

に給水し、 2階の風呂を沸かした。そう、我

が家では水もガスもない時期に、風呂が沸い

ていたのである。

震災後 2~ 3日目には事務所を雨漏れから

守るために女房と届根に登り、防水シートを

かけた。その後事務所を、寝室に利用してい

た部屋 (12僻）に移設した。さらに 3月には

8坪の仮設事務所を建てて移動した。同一の

敷地内での移動であったが、最も時間を要し

たのは屯話匝線の移設だった。電話屋さんを

呼ぶべくもないので、電話 5回線と交換機を

目分で移設した。後l:INTTの作業員に褒めら

れた。

H頃私逹はいろいろなサービスを受けてい

るが、大きな災吉では他人のサーピスを受け

ることが非常に難しい。さらに必要な物資を

人手することが困難だし、交通も麻痺してい

る。用根の防水、電話の移設、プロパンガス

器具、水道管の修理、プレハプ危庫、仮設事

務所の建築、引っ越し（荷物の移動、保悴）

家星の解体、家屋の新築などなどである。

H躍大工程度のことは日頃から自分でやっ

て、エ具類も一）心そろえおくと、かなり違っ

てくると思う。

私逹は家族共々怪我もなく幸いだった。震

災で亡くなったり、大怪我をした方々、その

家族には本当に気の毒に恩う。また家が令壊

したといっても、ペシャンコにつぶれたのと、

ー）心建ってはいるが修理不能の全壊とでは、

令＜哭なると息う。また私の楊合は同じ敷地

内に建物が 2軒あったのだが、 1つが残った

ため、避難所牛活もせずに済んだ。

震災で最も辛かったことは何かと振り返れ

ば、それは両親との10カ月間に及ぶ同居生活

であろう。幸い両親の屈宅もi1年 11月木に完

成した。しかし震災で呆然自失した名人との

同屈は肉親とはいえ、心に重くのしかかった。

次に辛いのは経済的捐失であろう。

震災直後から、いわゆるライフラインが復

Inするまでの 2カ月ぐらいは、誰もが大変だ



ったろうと言ってくれるが、私逹のように辛

い怪我もなかった人間にとっては、救援物資

のおかげも大きいが、それほど深刻なもので

はない。人間はこの種の困難には、積極的に

たちむかうことができると思う。復lHも1

~ 2カ月のことである。

多くの被災者にとって本当の困難は、衷災

による11話環境の激変や、そこからくる人間

関係、そして経済的損失であろう。

（西宮支部会員）

1)-j17n、地衷発生時の家財等の倒壊やガ

ラス製品の壊れる音等で騒然としたパニック

状態と打って変わって、発生直後から Hの出

るまでの約 1時間のなんという奥常な静けさ

……忘れられません。

火の手が上がって、消防車・パトロールカ

ーのサイレンが鳴リわたる中、全くの無風状

態だれも人間が歩いていなかったのも晃常

でした。いままで、長い間そんなことはなか

ったのに、一家、了供・両親そろって一つの

狭い部弔で数R間過ごしました。

1カ月は 1人で自分の部屋にいることが恐

怖で、だれかが隣にいることで安心感があり

ました。

また、 1カ月は決まって朝 5時過ぎにはH

がさめました。日がさめるとすぐにラジオ、

テレピのスイ yチを入れておき、地震情報を

きかなければ気か落ち着きませんでした。

1辿間ぐらいは、服を着たまま、電気もっ

けたままでないと安心して寝られませんでし

た。

とにかく、登山靴をはき、震災ルックで、

歩いて歩いて歩きまわる毎口でした。

とにかく、すべての人が他の人のために自

分に何かできることをしてあげたいという気

持ちをもっていたと思います。

被災地税理士の証言

（西宮支部会員）

震災発生当 H午前 2時まで、衛生テレピ放

送で語学勉強をし、寝入りばなの地震の最悪

の状況は全く知らずに寝込んでおりました。

地哀が終って家内の人声で目を党まし、一生

の不覚をしてしまいました。寝床を出ようと

しても体が動かないのです。和タンスのj-．部

半分が 2mも離れた私と家内との境に逆とん

ぽに落ちており、詞タンスのド部が倒れ、私

の寝床の両端を押さえていました。常備の懐

中屯灯をつけたところ、家内の枕許の佛間の

襖が約10cm開いており、家内の頭の所に先祖

代々の位牌が寸こっているのです。佛壇の扉を

開いて見たところ、お花の壺か伺れ水びたし

なのですが、それ以外は臭常かないのです。

先祖のお位牌が、佛壇の」部から10cm開いた

襖から抜けて、家内の枕元に立っているのが

只事でないため、そ‘ーっと身の毛が寸．ちまし

た。佛壇最高部の阿弥陀如米像がそのままお

寸］ちなのですが、両T首の手が紛失しており、

陪土を整理する時、 1 cm位の手肖を探しまし

たが出て来ませんでした。家内は、 10数年前

から写経を始め 1Rも欠かさなかった信仰心

と、神仏を大切にしお仕えしてきた志を、お

先祖のh々 の念力で助けて下さったものと思

い、私もそれから家内を見習い、今日まで、

朝晩の謡経を励行して、今口に到っておりま

す。

確定申告吉の用紙か未着なので西宮税務署

に出向き問い合わせしたところ、用紙が散逸

しているとのことで、数日後再ぴ署に行き、

得意先分とその外の分の用紙を50件預り配り

ましたが、 15R間をかけ、ご本人宅に届けま

してお見舞いの言葉と再逗の激励をしました。

＊いにも、死亡された方はなかったですが、

探すのに苦労し、崩れたマンションを 9階ま
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で登ったこともありました。家族の人が只ぼ

うぜんとしておられるのを励ましの言災と、

兄た衰災地の状況を説明し、前向きに頑脹る

よう励ましたものでした。

（兵庫支部会員）

］．大阪からの通勤時間が片逍 4~ 5時間要

したこと、特に代替バス待時間が寒い中で、

1時間30分～ 2時間を要したこと。

2. $務所の断水による不使さが約 2カ月余

かかり、駅内のお手洗を利用せざるを得な

かったこと。

3. 事務所の外装I-．事は 5カ月程度で修復さ

れたが、内部の亀裂工事は共用部分の階段

等が12月に、各室の亀裂内装は年越となり

今でも震災の傷跡をみながら事務を執らざ

るを得ない状況である。仮設住宅で越年し

たガ々のことを息うと心が痛むばかりであ

り、顧問先へ訪問する道々の災害地を見て

は目に熱いものを党えます。

4. 代替バス待ち (JR、阪急、阪神等）で行

タI]している人々が整然と、割込みする人も

全然なく、寒さに負けず通勤しているのに、

私は強い感動を覚えました。

5. 顧間先より 3名のhか事務所に兄舞、整

理応援に米ていただき、破損した串務器機

を3階の階段を昇り降りして連搬して下さ

リ、書類を整理して下さって感涙しました。

（神戸支部会員）賣疇冑瓢瓢麟疇疇鬱瓢攣讐言鬱纂

被災者の一般的な心理として、困ったり腹

がたったりばかりが心に残るのはやむをえな

い現実の姿である。今回のように広範囲な被

杏が出ると、とても他人はあてにできず、目

)Jと周囲の人達の助力を頼る以外に協力を得

られないことを実感した。我家の現状は家屋

が傾斜（普通に歩けない）し、各室内の破壊

された家具や器具が散乱して歩く場所もない。

しかもすへての戸・院＋か動かず自由に出入

りかできず、わずかの隙間から外に出られた

ような状況であった。ム関前の地下ガス管が

破れガスもれで危険、水道管も水がふき出し

て水浸しである。自宅前の直路に大きな数本

の抱裂が人り、道路全体が東西に約10cmズレ

ているのがはっきりわかった。

被災の 1日～ 2□ 1:::1は電気、ガス、水道等

牛話関連施設がとまり寒さにふるえつつ家の

中を歩き、へたり込んだりの時間がすぎてい

く。夜眠る所がない、ローソクをあるだけつ

け、パンや簡易食（カップラーメン等）を食

べる。持病のゼンソク悪化、薬がイヽ足したが

奈良（親戚）から届けてくれ大助かりだった。

神戸の事務所へは行けず、また、顧問先に連

絡もつかず（電話不通）心配しつつ自宅に閉

じこもるのみである。

3 n目、娘と＋供（係） 3人は奈良へ避雌

した。

4 n H、無理して神戸市内へ行く。電車の

りつぎ 3時間平かけて到社、事務所の扉開か

ずむなしく帰宅。神戸1|i内会館で水が出てお

り洗顔、避難所でにぎりめしを受けとる。

5 H H、親戚から現金害留で見舞金がつい

たのが最も嬉しかった。食事は近所のスーパ

ーが開店され一応御飯にありつけたのがよか

った。しかし人浴ができないのが辛い息いが

した。

7 8日、薬物と食事の変化で激しい下痢で

困った。また、近所の道路（幹線逍路）は西

行の車両で埋まり大渋滞となり通常半両の運

行は当分無理である。

（その他感じたこと）

① 銀行に顧問先よりの振込がなく口座に残

高がなくなって現金不足に困惑した。

② り災証明を受けるため行列し、かつ 2



-:i日かよった結果、実際より被害を少な

くみられたのが情けなかった。

③ その後巾役所より現場視察にみえたが、

主体は道路の破損状況が土で建物の被害状

況は認められなかった。（視察員は土木課員

であった）

④ 手持現金が少ないときの税理じ会や親戚

よりの見舞令はまことに有難い思いがした。

⑤ 近所のガスもれも緊急枯沼で 1~ 2 Hで

止まり火災もなくてよかった。

⑥ 震災による建物復In費用等の資金借人れ

に際して国民金融公）車が最も手数がかかり

かつ難しかった。

（尼崎支部会員）

哀災伯後は、 もうまっ暗で、 とにかく外に

出るまでに、足の踏み場もない程、家の中が

ごったがえして、食器の破片もとぴ散ってい

る中、ハダシで無我歩中で逃げ出したが、か

なり時間かかかった。また、苦段、ご近所の

方との交流もなかったが、これを機に、結構

団帖したように思う。

当日は、集合住宅の貯水タンクに水がた＜

さんあったため、秤理人の方が、｀もうすぐ断

水するので、水をできるだけ確保しておいて

下さい。”と 1件すつまわって下さったおかげ

で、当 Hの食事も、電気・ガスの阿復が早か

ったので、できた程でした。大阪の方は地衷

のない楊所だと安心しきっていたので、懐中

電灯も手許になく、とにかく夜が叫けるのが、

付ち遠しかったことを覚えています。

しばらくしてから防災グッズを買いに行っ

たが、どこも売り切れていました。私の妹は

千葉に住んでいて、関東の人は、家具もしつ

かり固定しているし、薯段からの備えが万全

らしいそうです。枕もとには座布団と懐中電

灯を常においていると聞きました。職場に行

被災地税理士の証言

くと、地哀に対する様々なデマがとびかい、

かなり不安になったので、正しい情報をしっ

かりと報逍してほしいと思いました。

また、早速義援金を送って下さって本当に

ありがとうございました。大切に使わせてい

ただきました。備品の修理や、また、親せき

も仝焼、全壊とかなりひどい状況でしたので、

飲料品を送ったり、電化製品をプレゼントし

たりと、お金がかなりかかったことを覚えて

います。

ただもう 1年近くたって、あの頃の気持ち

から少し遠ざかっているので、少しずつ防災

に対して不備の部分か目立ってきました。｀忘

れた頃にやってくる”という言梨を思、い出し、

H々気をつけて備えを万令にしておかないと

いけないなと反省しています。

（灘支部会員）

東灘区の住居（木造 2階建）で震災に遇い

ました。お蔭様で家、車とも無事でしたので、

明るくなるまで車で暖をとり、ラジオで情報

を聞くことができました。その後、午前 7時

頃近所を見廻りましたところ、倒壊した家屋

の多さにぴっくりしてすぐ串務所（灘区）へ

車で駆けつけました。

事務所は鉄筋コンクリート造でしたので外

観に大きな損偏はなく一安心、中に入ってみ

て、コンピュータを除いて書類等が散乱して

いましたが、その Hは何もせず、従業員との

連絡だけにしました。結果は電話回線の不通

で迪絡もとれませんでした。仕方がないので、

実家へ帰ってから連絡をとることにしました。

翌日から 1週間、毎 H事務所へ出て、片付

け作菓に集中、従菓員も何人か出てきました

ので、 3日日から仕小のできる状態になりま

した。ただし電気、ガス、水逍の復1Hが遅れ

たので、 Rの出ている明るい時間だけでした
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ので、実質 4時間ぐらいでしょうか、簡単な

手作業をして帰る毎Hでした。

その後、電話が回復しましたので、顧問先

に安否を尋ね、連絡先等の確認に追われ、源

泉税の納付、法定調害の作成作業は 2月に入

ってからになってしまいました。しかし、納

税猶予・巾告晋提出期限の延長など矢継ぎ早

の対策であせることなく作業できたのでお客

様に不使をかけることがなかったことがせめ

てもの救いです。

刈串務所として出来たサービスは「事務所

速報」として、税務の特例笠情報を 1l1l＋にし

て配布、非常に喜ばれたことが特筆すべきこ

とかと思ふヽ ます。

謝翡感
復興への原動力、炎食心のよりどころ疇

尋

（兵庫支部会員）

自宅は安全だったので霰災体験というほど

のものはありません。事務所は平壊して相当

の被害でしたが、近畿税理士会から見舞金を

いただき感謝しています。

（酉宮支部会員）

税理士会をはじめ、顧間先、知人・友人、

遠隔地の祝類からいろんな而ではげましと心

遣いを項き、本当に感謝致しております。

今までは、テレビ画面で他地方の展災被害

を「大変だなあ…」と思って見ているだけで

した。

しかし、今阿この大衷災の当事者となって

はじめて、いろいろな方々の心暖まるご支援

をいただき、今後はその方々に対する感謝を、

被災にあわれた方々へ支援させて項く立場に

なろうと考えております。

（神戸支部会員）

命のあったことを感謝致しました。

衷災により近所の方と仲良くなった。

若い人等のボランティアの行wJ]に深く感謝

しております。

（尼崎支部会員）

私の場合、事務所は尼崎、自宅は灘区で、

丁度自宅建て直しのため 6年12月より尼崎に

仮住まいをしていて地衷がきたという稀な例

ですが、激震地で築60-4'-という菟家であった

ため、そこに居たら「あの Hか命日になって

いた。強運の持ち主だ」と周りから言われて

います。ただし、エ務店がItしくなったのと

交通事梢等もあり上事が 5ヶ月遅れました。

その間資材の値上がりを随分心配しましたが、

行政のお陰でそれが皆無と言っていい程なく

さすが□本の国と感心しました。

また、実家も娘のマンションも激震地のた

め全壊し、ライフラインもないため、避難所

葬らしをしながら私方へお風呂に人りに半 H

掛かりで何日米たことか。その後、修理引越

等で口常生活に戻りましたが、その間、近所

同L̂、沢山のポランティアの方々に大変お川

話になったようです。救援物資は勿論、東京

から米たという女子学生、若いサラリーマン

筈、こんなに神戸がみんなに愛されていたの

か、世知辛くなった H本の国もまだまだ捨て

たものではない…と心の中で何度感謝したか

分かりません。

秋近<n宅に戻り、周りの倒壊した家屋の

跡の更地の多さにまたまた心が痛みましたが、

その主のいない更地にへばりつくように咲い

ていた「ペチュニア」の健気さに何度立ち止

まったことでしょうか。

「そうだ花を咲かせよう．I」家の前に大き
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いコーヒー樽を 4つ芯き、そこに常に化を咲

かせ、道ゆく人の心を少しでも利ませること

ができたら・・・什市を持つ者ができる小さな心

配りを・..。

花を絶やさないための苦労（？）と楽しみ

の牛活が始まった処です。

（神戸支部会員）

収入がなかった時期に義援金をいただき、

大変ありかたかった。収入も激減し、絶望的

になっていたところ、税理十会がついている

という大きな支えを感じました。心より感謝

の氣持ちでいっぱいです。

ありがとうございました。

（芦屋支部会員）

全国婦人税理士辿盟の会員ですが、霰災後、

いち早く、会員の安否情報、税務、保険、雇

用閃係の情報が速達で（電話、 FAXが不通だ

ったため）送られてきたのには感激しました。

業務支援の申出が多くあり、その情報が届い

た時は涙がこぽれました。幸い私の事務所の

被害は軽微でしたので、業務支援の巾出には

応牡しませんでしたが、助けてくれる仲間が

いるという思いが立ち伯る原動力になりまし

た。

（須磨支部会員）

私自身一部損壊でしたが、呆然自失一時は

どうなるか先行き不安なとき、本会からの被

害状況把捏のための電話と励ましの軍話を受

けた際は感涙しました。有難う御座います。

（兵庫支部会員）疇瓢瓢響瓢疇瓢疇疇瓢瓢攣疇麟

私のホ務所は昭和 2年に建築された木追の

建物ですが、地盤そのものが弱かったせいも

あって、三川地区では珍しい程の損害を受け

被災地税理士の証言

ました。そんな中で当日神戸市北区より通勤

する若い男子社員が自らの家も損害を受けた

にもかかわらず、また家族に非難されながら

も、私の事務所にかけつけてくれたことが非

常にうれしかった。

（神戸支部会員）

事務所近くの小学校で自衛肱が仮設の風呂

を開放し、入れてもらった時は、感激した。

また、若いポランティアの働きにも感激し

た。

遠方の友人が重い荷をかついで、見舞いに

来てくれたこともまた。

（兵庫支部会員）

私は、自宅と事務所（令壊）との間が、約

15km離れていましたが、被災直後から10B間

位毎H、ボ務所整琲のため徒歩で通勤しまし

たが、仝く未知の数多くの方々の自動車、お

よぴスクータ等に便乗させていただき、体力

と時間の消耗を少なくすることができたばか

りでなく、その御序意は一生忘れることはで

きません。

私は今後自分にできることで他人の方々の

ためにお役に立ちたい心で一杯です。

（須磨支部会員）

各界の対処については、色々いわれていま

すが、非常に良かったのではないかと思って

おります。

避難所における、若い人逹の行動、ポラン

ティアの精神で懸命の努力をされていた方々

の姿には今も感激しております。

本とりにありがとうございました。
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（灘支部会員）裟彎鬱置鴫響馨瓢鴫瓢攣麟鵬響麟鴫

〇 仮師会、弁護十会筈の会員への対応がう

らやましかった。

0 個人事務所では限昇があり、汰人化に伴

う大規模化が急務。

（兵庫支部会員）

平成 7年の確定申告期限 (5月31日）延長

は何を憐いてもすべきだと思、う。それができ

れば何もかもクリアーできる。点都、 K阪の

先牛方の手をわずらわす必要もない。ただ吉

類上のお願いだけでは相手方も兄て盟くだけ

であり、この際、税政連と歩調を一にし行政

当局にかけ合うぺきである。

（洲本支部会員）響瓢冒瓢鴫響謬讐饗讐麟瓢瓢讐

昨年の大展災により淡路島内も大きく被害

を被った。しかし、被害は大小様々である。

支部会員もこれと同じで自宅、事務所が倒

壊した会員全く被害のない会員。一部の被

害を受けたもの、一部でも千差Jj別である。

これはさておき、要するにさきの自宅、中務

所の倒壊した者、また、一部の被害者でも比

較的大であった者に対しこれ以外の会員が家

具、衣類、書類の運搬等（重労働的なもの除

く）の手伝いを可能な限り支援、援助をする

ようにしてはどうか。

支部は会員仝員の被害状況を把捏し、被害

者に対する援助の要請の有無、援助員数、目

的地までの交通状況、被害者との近隣会員及

ぴ援助の rti能の有無、その他の状況等考慮の

うえ、極力早期に援助するよう、本部で検謹

馳えれば＊いです。

（灘支部会員）置閂瓢讐響謬響響瓢鬱麟瓢謬鯛瓢絡

全壊全焼のため事務所に保管していた法人

個人ともの一切の苔類を焼失、加えて灘区に

顧間先か多いため顧問先の控えの法人個人の

害類も焼失したが、各税務署とも、快く壽類

のコピーあるいは写させてもらう笠短時間の

間にしてくれた事が有難かった。現在法人の

延長等でやっと法人の申告は追いついたもの

の、今から米る 6年、 7年分の個人申告に頭

を悩ませている。少なくとも 7年分に関して

は半年位は申告をすらして欲しい。税理 1：会

も申出ているようであるが実現の可能l↑が少

ないのが残念だ。とにかく、我々に関しては

収入の道であるのでこれの申告が遅れ加算金

を払う様な事態が起これば深刻なことになる

と考えている。交通が不使な仮事務所におり

灘区内に行くに 1時間平、水務所がなく各巾

告者の家に訪れ今迄の数段の時間を要する

等々、今一段の当局へ対する要望を切に御願

いする次第。

（伊丹支部会員） 一瓢攣響響瓢彎饂鴨響鯛鋼

個人の平成 6年分確定申告も相当数残って

いる上に、地区無料相談も例年の1.51音ほど、

協力するつもりであるが、申告期限までに、

提出することができるだろうか心配である。

申告期限の延長を強く妾望します。

（尼崎支部会員）警疇彎鸞攣瓢瓢瓢瓢瓢麟瓢瓢議溶

1. 断水により、洗面、風呂、食事の不便を

強いられる。

2. 損保会社の地震保検に係る被害杏定が一

部捐壊・半壊・贔終的には全壊と Hまぐる

しく変わる等、大災害時とはいえ、ずさん

な鑑定であるが、損保会社の保険金の出し

渋り感も感じられた。

3. 平壊・全壊した建物を賃借し居住してい
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た人達には、義援令の支給はあったものの、

その所打者には、全く公的見舞金もなく

少々小合理な感もある。

（神戸支部会員）昌暑•し疇言

税理士の使命から、被災納税者に対する税

務相談及ぴ減免手続等の対応に万令を期する

ことか、社会的責務であり、今回の震災にお

いても最煎要課題として令力を尽くしてまい

りましたが、被災地内に住所及ぴ事務所があ

り、会員H身が相廿の被古を受けたことから、

その対応が十分とはいえず、また、会員に相

当な負担を掛けることとなった。

税理士会としては、被害の少なかった地域

の会員による対応を早期、適切にとるべきで

あり、特に、テレビ等による税理士会の被災

地納税者に対する指導体制及ぴ衷災関係特例

法等の周知に全会体制で臨む必要があると思、

います。

（神戸支部会員）

所属支部役員が会員及び一般I|i民のため、

支援活動を積極的に行った。これは税理士の

社会的使命を実行したことで、大変好評であ

った。にもかかわらずなにも被害を受けなか

った会員の無関心さに腹が立った。自分さえ

よければ他の税理—f-•• はどうでもよいと思う会

員が相当数いた。税理士の職業的使命慇、税

理士会の連帯感を譲成することが必要なこと

は言うまでもないが、利己主義のモラル関係

については、今fiilのような緊怠事態が発牛し

た場合の、組織としての体制の確立をする必

要があることを痛感した。

（西宮支部会員）呈鸞，，iill9’l: 書`，999’’9ll’’’̀` 三疇長

1. 自宅半壊で、水道、ガスがなかなか復旧

しなかったのが、たまらなくつらかった。

被災地税理士の証言

2. 西宮北nまで阪急が開通するまで、食料

確保に苫労した。開通して、必要な電気製

品、食料品を何度も買い出しにいった。

3.鉄追が寸断され、通勤に苦労した。

4, 近所の家は、平分近く倒壊した。マンシ

ョンも話し合いがつかず、ごく一部の人だ

けが残っているケースがある。

5. 政府に怒り心頭

地震発生時以来、政府の対応はあまりに

遅すぎる。次の大震災が「代田町に発生す

るまでわからないのだろうか。

6.大地震対兼

o B々危機管理休制を允実させる。他国

からの軍事攻撃に対し、有事立法も必要

〇 交通は初期から統制、火事には空から

の消火か必要

〇 地捉不況、倒産対策として、政府系金

融機関からの貸出し強化、公定歩合・コ

ールレートの即時人幅引き下げをする。

0 大輻な財政支援、真に赤字国債が必要

なのはこういう時で、住専の支援をする

ためではない。マンションの建て替えな

どにはもっと補助金を支給しないとまと

まらない。政府の事後対策も公定歩合の

引き下げ、引き上げと同じく、常にToo

little Too lateで最弱者の救援が遅れる。

さらに人不況が復活の足かせとなってい

ると思う。

（神戸支部会員）て泌＇汽こ｀｀｀二：パ9認 •9轟

I.交通網の遮断が、今回一層復lB、復捜を

遅らせている最大要因と思われる。社会の

インフラは,-分すぎるほど堅牢に造り、今

阿以上の震災（あらゆる人災も含めて）が

きても、びくともしないような対策をとっ

て欲しい。特に絶大なる輸送）Jを持つ鉄道。

2. 災害対策があまりにも総花的で、無駄が

263 



264 

多い感じがした。神戸港の主要幹線の復興

等に重点的に行政は対策をとるべきであっ

たと思う。（弱者救済を必要以上に行ったた

め、かえって全体の復興心の力強さが失わ

れた気がした）

3. 行政能力に大いなる疑間を感じたのは、

私だけだろうか。緊急時の場合のトップの

能力の人事さを多い知らされた感じです。

（豊能支部会員） ＂-轟圭:.冒"＂
被災名に対する加算税、延滞税をもっと寛

大な処置にしてほしかった。

雑損控除の適用についてもあいまいな情報

によりあとから修正申告となったケースがよ

くあった。

（尼崎支部会員）

防災でなく、被災後対策という考えにたっ

てもう一度ふり返るべきでしょう。人間の）J

で防げない以にその後の対策、方業を考え

る方か有効ではないでしょうか。

（神戸支部会員），999,l’’’'ll9ll'可llll|llll’llllll’’.,•ll’’’

被災当 H、朝 7時頃には事務所に特き、被

災秤度を確認した。その後、自宅（全壊）よ

り、衣類等を持ち出した。交通丁段は乗用車

であった。その後の情報はカーラジオが主で

あったが、再度確認したい柏報が残らない点

でイ寸應である。

特に行政からの情報が入手しにくく、行政

の広報活動に対して不満を持っている。

Iム報車の利川及びパトカーの利用を広報活

動に取り人れてくれれば良かったのではない

かと思、っている。

地震‘’',Rの朝、パトカーがサイレンも喝ら

さず、何の案内もせず巡[nlしているような走

り方であったのを今でも記憶している。少な

くとも、避難所等の）ム報をしながら巡回して

谷欠しかったと思、う。

また、情報に必要性を痛感したが、被災か

ら約 1か月位は、ゆっくり新聞を読む気力が

無い。したがって、税理＋：会については、後

からでも情報を確認できるような手段が欲し

かった。また、情報もpr細情報と見出し情報

の使い分けが、必要である様に恩った。

（神戸支部会員）

税に関する様々な柏報が、新聞、ラジオ、

T.V.に流れるのはよいが、小町確なものも

多く、また、税務署、市役所等の窓n担廿者

が十分把捏していないことが多く、かえって

マスメディアの欠点を見たような気がします。

被災者に有利になる情報であっても一刻をあ

らそうものは別にしてそうでないものは、直

接窓nで）心対する人々の十分な対応が出米る

ようになってから、マスメディアに乗せるの

が正しいのではないか。

無用な混乱を招いただけで、後nあれは違

っていたという事項も多かった。なにか、国

または行政側の人気とり的に情報を流すのは

よくない。

自分自身の反省としても、同じことかいえ、

いまになれば、冷静に時間をかけ吟昧しても

十分間に合う事項もなぜかすぐしなければと

思っていた。しかし、各省庁、官庁等の対応

はよくあれだけの非常時でも乗り越えられた

なと感じしています。

（現場の人々に感謝することが多いです）

（神戸支部会員）＇ lll|l7 ここ，lhl翫，ll,;,’’̀lll|lllli: 二,999,

私個人としては、姉大婦が住宅全壊のため

の救出とその後の生活の父援のため、当初何

も他への援助かできなかった。自分のことと

事務所の体制確保に追われて、周間に Hを向



けられなかったことか、悔やまれる点である C

少し、おちついて、まわりが見えてくると、

被災者とそうでない者との段えか激しく、意

外なことでぴっくリさせられる。

経済的な面からのと援はできる範囲が限ら

れているが、心の面からの支援は 1•分にでき

る筈であり、この面からの対策を考えるべき

です。

会にしても、予紐を確保して、｀＇現地対策本

部”を設置するべできある。各と部において

は、中務所単位での班編成の他に、屈1t地単

位での班編成をつくるへきである。

防災対策予算を平時から積立しておくべき

である。また、防災のための共済制度を確立

すべきである。

専門家団体としてのボランティア活動を展

開すべきである。確申期相成も、局署上導に

ついてゆくといった点を改め目t的な援助活

動（官民ー1本でもよいから）を行うべきであ

るQ

（三木支部会員）ー・ 一、：',<轟嘗
今回の震災で最も悔しい思いをしたのは、

道路と通信網の寸断で、関与先や親戚の安否

かTに人らず、 l;JJ歯拒腕したことでした。通

信剃は案外早く回復したものの、追路切浙の

後追症は長く、辻回を余儀なくされて日頃の

何倍もの時間を要して日的地に着くなど、ま

どろしい限りでした。

その上、行政の対応は遅く （訓練されてい

なかったのでやむを得ないことではありまし

たが）片手落の処置の多さは、被災者にとっ

てこの程の悔しさはなかったと思います。

それに反して、税理士会の行動は非常に早

く、税理士会としてやれる範囲の対応が索早

くなされたことは大変よかったと思っていま

す。

被災地税理士の証言

ただ、これらの対応が線香花火に終わらな

いよう、ノドもと過ぎても決して忘れ去るこ

となく、各被災会員か復IDするまで支援体制

を持ち統けて欲しいと心から息います。

体験をへて
震災から学んだ必要なこと

（兵庫支部会員） 心 9 泌萎

人間は自然の力には、まだまだ到底及ばな

いことを実感した。

あのような+態が起こるとはだれが予測し

ていたことか、 f測もできなかった事態では、

悔やみも反省もない。ただ教,i!IIとして我々の

周囲には常に何が起こるかわからないことを

再品識して、せめて自分の身の周 I)だけは常

に整理しておき人に迷惑をかけないようにし

ておくことの大切さを教わった。

〇 感謝したことは、多々あった。知人の多

くからの激励、慰問、物賓の供給、義援金

等に又、水追、ガスのhり難さ、復旧した

ときの嬉しかったこと。

〇 姦災後 1週間は、何から...どうしてよい

のか…それに、あちこちで発4する火災や、

夜には盗賊、つけ火等の恐れかあるなどの

デマか飛び、届外避難で目動車内での移動

仮眠か続き疲労困ぱいの状態であった。

（神戸支部会員）こ疇'." 疇̀い',＇．疇．
浚 ＝ ＇＇ 贔 ＇’・量

「阪神大展災の体験記録」のタイトルで、

3月末までの毎Hの震災対応での自分なりの

葉闘ぶりと奇せられた人情のh難さと行政を

はじめ社会の動きをメモし続けていたものを

資料として、合い間合い間に詳細なワープロ

文に仕卜げて、保{rしています。

この体験記録をまとめてみて、自分の現在
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の存在が如何にあるかをこの非常時に、ハッ

キリと忍識できたこと、自分の今後の人牛の

バネにできた効用を自負しています。

人間社会すべて、そうであるが、体験した

ものでないとその痛みが理解されないことも

知っている。戦時中の体験も同様であり、体

験していないものとか、年月が経てばとか、

世代か変わればとかで、徐々に風化されるも

のとは知っていながら、過酷な体験直分は

ィヽ幸中の幸いだったと、むしろ感謝している

が）であるから、記録せすにはおれなくての

ものであります。

ただ'-言、付品しますと「｀治に居て、乱を

忘れず”の格言を活かしての半索の取り組み

を」と、体験名の一人として、身近な人逹1こ

アドバイスしている日分であります。（平 8.

1. 8 仕事初めに）

（明石支部会員）ヽ- 吾-;,’’’̀

最も困ったこと、腹が寸ーったことは、 とに

かく何もかもが初めてのことなので、みんな

が悪い方に考えてしまうということだ。不謹

慎な話ではあるのですが、この地展をきっか

けに、蒋通ならは10斗以上先にならないと変

わらないことが、たくさん変わっていくので

はないかと、むしろ期待しているのですが、

従業員等は必ずしもそうは考えていなかった

ように息います。

結果論になりますが、この考えの止しかっ

たこと（もちろん全てではありませんが）が、

次々に現実のものとなってきております。例

えば、私の関与先の店が地震で壊れたため新

しく建設したところ、かえって業績が延びて

きたなどということです。

私の市務所ピルも全壊しましたが、十いに

も仕事はほとんど滅少せず、現在、再建が始

まろうとしております。ぜひともこれをきっ

かけにより発展したいものです。

腹がたったこととしては、とにかくまわり

があまりに保守的であり、先を見ようとせず、

ただ、オロオロしているだけで感情の衝突ば

かりしているということでした。もっと大き

な被害、例えば人的被害を受けられた方から

みれば、何ということを□うんだというよう

な意見でしょうか、とにかく、より刷Lする

ことを考えないとやっておれないというのが、

今の正伯な気持ちです。

（須磨支部会員）＇9-9＿：’’’̀’’’lll口疇鬱疇

今旧の投災は、令く予期し得ぬ出来事であ

った。仮に、枕元に｀非常時持出し用”の袋

を置いておいたとしても、貞暗間であれだけ

揺れれば、どこに飛んでしまったか判らない

わけで私の場合でも、眼鏡を探し身につける

のがやっとであった。

要するに｀備えあれば憂いなし”は、現実

には無用と化した次第。

何が一番必要か。それは情報連絡、ネット

ワークである。税埋士会として組織的に対応

できる辿絡網とその機能が全てだと、思う。

具体的には、事務所と住所の 2段構えで緊

急迪絡網を作っておくことが絶対に必要であ

ると痛感した。

互いの情報連絡は、事務所や家庭の安否に

とどまらず、様々な救済手段を含めた内容に

なることは当然のことである。

あってはならない天災なので、このような

アンケートが無駄になることを望む。

（神戸支部会員）

1.家内がいつもの所に罹いていた懐中電灯

が無いという、ライターでろうそくに火を

つけ捜すと、地震でフッ飛ぴ遠く転がって

いた。それなりに用意していたのだがこの



程度である。

2. 近くの家にきれいな水の出る井戸かあり、

大変お世話になった。これで水の苫労が‘l'，

減した。

3.占い型の石油ストープが役に立った。電

気、ガスが止まったときに暖をとれるのは

このストープである、湯を沸かせた。

4. 電気は早く米たので、 20年程前の、ラー

メンを温める電気コンロが唯一の煮炊ぎで

きるものとなった。

非常の場合は古いものほど役にtつ。

（芦屋支部会員） ~-, *'~ ’’’鍼— ’'晶=,l'’’ 嘉声， 直 ，9 ●● 量

1.今阿の哀災は未行有の被害を出した地畏

で、神戸地域では予測だにしていなかった。

その為、事前の防災グッズの常備はなく当

座の H常牛活にすべての面で困った。例え

ば水の確保の為の容器の不足、倒壊部分の

除去に必要な工具類の小足、停宙に備えた

乾宙池の不足等、なかでも最新の被害状況、

救援状況の情報のイヽ足である。人間の生活

には最底 I水」「光（火）」「宜」の三要索は

不可欠であることを痛切に感じた。

2. 防犯上は 1月17n~19Hは警察の防犯活

動（パトロール）は令くなく、夜間になる

と非常に不安感があった。 19日の午後にな

り遠方の地域からの警察官の派逍により小

隊単位のパトロールと活動があり、今迄の

不安感はやや少なくなったが、コソ泥の出

没には手を焼いた。

3.水、食料の救援に関する行政‘1,1局からの

情報は全くなく、近くの学校の校舎へ行っ

ても当初は公式の避難所かどうか分らず、

墜新間の掲示もなく、梢報に困った。

4.避難所での生活面に対してはポランティ

アと称する集団により食料の確保、水、衣

類等の確保供給等があった山で、財産は無

被災地税理士の証言

くしたが当咆のバ：活には串欠かなかった様

＋である。一方我々のように被害を受けた

家屈で、辛抱して生活するものに対する救

援は全くなく、自）Jで区役所へ行き掲ホ内

容で救援の状況を把捏せざるをえなかった。

したかって、水、食料等は自）Jで確保し生

活してきた。マスコミ情報では仝国的、全

軋界的に救援活動を行い生活に必妾な物賓

は 1分に供給しているとのことであったが

牧々はそのような梢報内容のことはどこの

国のことかと疑った。

5. 自衛隊及び警察官の救援活動は感謝の丸

持ちか一杯である。非常に熱心に活動をし

ていた。

（長田支部会員）萎"-昌 ，． 鴫" 1＂一

〇 水辿が使えなくなったけれど、近所に地

下水が出る家があり、その家の方が、皆に、

水をくませてくれ、本当に助かった。

〇 水洗トイレの水はプールの水をバケツで

分けてもらい流した。

0 大阪からシャワー車が片道 3時間かけて
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きてくれたので助かった。

〇 夜になると、外灯がなかったのでぶっそ

うだった。

〇 新間店がこわれたので、 2 ~ 3カ月読め

なかった。

o JRの駅が仮設で出入日か一ヶ所しかな

いため釆降客かダンゴになり何とかしてほ

しい。仮改なので仕方ないと思、っていたけ

れど、 1年が過つのに改善されそうにない。

0 自転車がなくなることが多かった。放渭

自肛車を使用出来るようにすれば良かった

と思う。

〇 交通T段がマヒしているので、自転車は、

利用大であった。

〇 懐中屯灯を備えておけば良かった。

（神戸支部会員） - 恣ー一
震災直後は、誰もが優しい心をすかっていた

と思、う。特に課税庁が発した特例等を含めて。

しかし、肋間が経過すればその誰もか持って

いた優しい心がなくなって行くと感じられる

のが、悔やまれる。

（須磨支部会員）-- 書 ｀ 疇 ｀ , , ー＿嘉攣

正直なところ、関西には地喪が来ないと思

っていた。それゆえ地夜対策など令く頭にな

く、当然備えなどはしていなかった。 1月17

B早朝の地衷発生直後、電気、ガス、水道、

電話、交通機関その他がすべてストップした

ときには、どうすればよいのかと戸惑うばか

りであった。電気、ガス、水道が無くて困る

のはもちろんのことであるが、電話・交通機

関のストップが、意外に大変であった。なぜな

ら家族・親類・顧問先・友人に連絡を取ろう

としても全くとれないし、また、後からわか

ったことであるが、親類・友人等が救援物資

を送ってくれようとしても交通機関や道路が

寸断されていて、屈けることかできないとい

うことであった。

また、自動半は平時には便利であるか、緊

急貼にはシャマ者扱いであるので、むしろ、

オートバイ・スクーター・白転車などの二輪

車があれば役立つであろう。（私も普段なら半

で20分のところを、 5時側かけて行った苦い

経験かある）

あるいは風呂なども大変困った問題で、仮

成の大浴場のようなものがあれば便利であろ

う。あるいは、洗潅機なども必要で、時間の

かかる仝目動式のものより二槽式の方が短貼

間で交替できるので、良いのではと思、う。食

器なども、今回のように冬に地衷が起こった

場合、熱いものを入れなければならないので、

手に枯ちやすいもの、熱くないものが望まし

し、 0

また、復興に向けて、税理上・顧問先およ

びその家族などが、銀行などから借り入れを

しようとする際、必ずといっていいほど、返

済能カ・保祉人を問われるのであるか、地震

で明 Uの生タヒもわからない状況のなかでそん

なことを考える余裕もないのが実情である。

したかって、税理上会としてその辺のところ

をもっともっと行政等に強くアピールしてほ

しい。

（灘支部会員）贔髯二｀｀：一畢

大災害直後の避難所秩序の維持が必要であ

る。 10日位後は、学校の先生のもと統率がと

れたが、厚かましいもの勝ちはどこの世にも

あるか、ひどかった。一□中迎難して毛布に

くるまっている人は衣、食に恵まれるが、私

らのように昼間傾いた家で企業の帳票をさが

して、夜、避難所に行くと場所がない、配給

物がもらえない。誰か 1人居残っておれとい

うが家族 2人では困る。 1人居残れないこん
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な状況は—•番つらかった。パン一切れと水を

カップー杯で 2H過ごしたことが今思えばよ

く生きていたと思う。被古にあった人、避難

所に行けない人を確認する初動{1•業を早くで

きるよう配置、分掌を決めておくことが必要

と思います。

（芦屋支部会員） 竺，・1..999’＇ →写一

震災直後 1週間位は、人命救出を最優先す

るため被災地外から車を釆り入れるべきでな

し、 0

原始的生活を覚悟さえしておれば、 3日も

すれば全日から助けが米ます。

生きてさえいれば、後からでも連絡でも何

でもできるのだから、 1個人とか 1会社とか

が目分逹のためだけに動くべきでない。

〈車の停滞〉これが、今回の最大の災古で

した。

（須磨支部会員）

コンピュータ処理による会叶システムか発

逹している現在、顧l廿l先のデータ関係を自分

の事務所で完全に把捏し、なおかつ天災笠に

よる被害から顧問先の出務所並びに、自分の

事務所が倒壊してもこのデータさえ、無事で

あれば時間がかかっても平常通りに戻せるこ

とは可能である。何をさておいても、会計恰

報を最優先して、バックアップして他の場所

に保伶するか、耐火金庫等を利用して Jj全に

処すべきである。

今回の哀災に会い、国、地方自治体の不手

際に比べ、税務行政は適確に対応してくれた

と思、う。また、国民金融公庫との融資問題も

他の令融機関と比して、有事に対応した勤勉

ぶりに関与先が救われたと言っても過言では

なし‘°

これら公的機関の対応一つかどんなに被災

者にとって、やる気を呼び起こしてくれたこ

（芦屋支部会員）匹パ霜凸嶋，贔'9：：：ニぎ虞，硲；`` ì 応` とか、また、反面役所仕事の域を出ない無能

私の事務所の女子職員の 1人の自宅が、全 な役人に対する腹すちを感じた次第である。

壊しました。彼女は、妹と 2人ぐらしで当日 私個人として見れば、地方の顧問先から温

は冗気な舶を確認できたものの、その後 1年 い支援の激励とか、お見舞いを賜ったことは

間の休職届とともに辿絡がとれなくなりまし 終生忘れえない五びであった。

た。 最後に税理士会を初めとして、税務関係者

私が開業削につとめいた大了監査法人では、 からの温かいご支援原くお礼申し上げます。

被災職員のために、当□から数人の戦員をつ

のって被災地に歩いて、各種物品を届けたそ

うです。なぜ、私がたった 1人しかいない職

員のために同じことができなかったのか。仕

むことすら手‘',1てしてあげられなかったのか。

今、彼女は、 1年をまたずに仮設住宅に入

居でき、遠い道のりをかよってきて下さって

います。あの震災後の後悔はもうしたくあり

ません。なんとか、仮設から出る手助けがで

きればと恩っています。
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